
〈記念釣り大会〉

春本番！
海 と 山、 楽 しさ 盛 りだくさん

大島八十八ヶ所千人参り

●日程　4月6日（土）、同7日（日）
●集合　▽6日＝8：30に毘沙門堂
　　　　▽7日＝8：30に海水浴場前休憩所
●持参品　歩きやすい服装　
＊事前申込不要

●日時　4月29日（月・祝）
▽集合＝8：15　▽実施＝8：15～14：00
●内容　釣り防波堤での釣り大会。
　　　　入賞者には表彰と賞品あり
●募集人数　先着150人
●持参品　釣具（持っている人のみ）
●参加料　無料
＊別途、釣具レンタル代1,000円、餌代などは自己負担
●申込締切日　4月22日（月）

〈釣りでビンゴ〉
●期間　4月27日（土）～5月6日（月・振休）
●場所　釣り防波堤
●内容　釣った魚の種類を組み合わせてビンゴを
　　　　狙います
●参加料　無料 ＊事前申込不要

春の風車展望所は菜の花が満開です。
空気が澄んでいるこの時期は

「沖ノ島」を見ることもできます。
ぜひ大島へ来てください

甘夏みかん収穫体験会

●日時　4月13日（土）10：00～16：00
●集合　10：00に大島渡船ターミナル
●内容　甘夏みかんの収穫、苗植え体験など
●募集人数　先着30人
●参加料　1,000円（保険料、昼食代、
　　　　　土産代含む）
●持参品　農作業ができる服装
●申込締切日　4月11日（木）

大島の春のイベント情報を
お知らせします

■申込・問い合わせ先
▽①④＝うみんぐ大島　☎（72）2361　▽②＝大島地区コミュニティ運営協議会　☎（72）2321
▽③⑤＝大島観光案内所　☎（72）2226  

海洋体験施設うみんぐ大島では、オープン
2周年を記念したさまざまなイベントを開催。

●日時　5月3日（金・祝）10：00～16：00
●集合　10：00に大島渡船ターミナル
●内容　牧場の牧舎見学、子牛ふれあい体験、牧場内
　　　　探険など（昼食は島内の民宿で用意）
●募集人数　先着20人
●参加料　2,000円（保険料、昼食代含む）
●持参品　歩きやすい靴
●申込締切日　5月1日（水）

●日時　3月30日（土）8：30～14：00
●集合　8：30にうみんぐ大島
●内容　仕掛けや餌の付け方、釣り方を

インストラクターが親身に指導
します

●対象　小学生以上で釣りの経験が一度
　　　　でもある人
●募集人数　先着30人
●参加料　5,000円（保険料含む）
＊別途、釣具レンタル代1,000円、餌代な
どは自己負担。昼食は各自準備を

●持参品　船釣り用釣具（持っている人のみ）
＊船酔い対策をお願いします
●申込締切日　3月28日（木）

【共通事項】
　荒天中止。交通費は自己負担。雨・防寒対策の服装で
参加してください。
＊④は別途、施設入場料（大人600円、子ども300円）、
釣具レンタル代1,000円など必要

●渡船の利用
▽行き＝①②と④の記念釣り大会は7：40神湊発大島
　　　　行き渡船に乗船
▽行き＝③⑤は9：25神湊発大島行き渡船に乗船が便
　　　利
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うみんぐ大島誕生祭

初めての船釣り教室

牧場体験
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行政 学びの里 環境 男女共同参画 カレンダー お知らせ 健康・福祉

子育てサロンを紹介します
（10〜11ページ）

子育て世帯を応援　補助制度は魅力です、「子どもの未来が育つまち」� 3

立川らく朝さんが教えてくれた笑えて役立つ健康法、「国保財政の現状と未来」� 8

市職員の給与と職員数を公表します�18〜20
「市民力がつくる生きがいのあるまち」を目指して� 4〜5

弥生の田熊石畑遺跡へＧＯ！、「時間旅行ムナカタ」　 9

働き始めたいと思っているあなたへ！、「メッセージ」� 15

宗像市誕生10周年企画　みなんさんの「10」を募集します� 22

貴金属の「訪問購入」にクーリング・オフが適用されます、「転ばぬ先の杖」� 25

ジャガイモ畑に行こう！　地産地消の新しい特産品、「健康むなかた21」� 26

　
２
月
３
日
（
日
）、
さ
つ

き
松
原
へ
松
苗
を
植
え
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
つ
き
松
原
に
は
約
20
万

本
の
松
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、

（
社
）
日
本
の
松
の
緑
を
守

る
会
が
選
定
す
る
「
日
本
の

白
砂
青
松
１
０
０
選
」
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

切
な
松
を
守
る
た
め
に
、
平

成
８
年
か
ら
12
年
間
、
玄
海

さ
つ
き
松
原
保
存
会
を
中
心

に
、
玄
海
・
玄
海
東
小
学
校

の
児
童
と
玄
海
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
約
２
万
１
２
０

０
本
、
22
年
度
か
ら
は
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
、
23
年
度
ま
で
に
約
５
５

０
０
本
の
松
苗
を
植
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
松

く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害

が
拡
大
し
、
19
年
度
か
ら
の

５
年
間
で
２
万
１
０
０
０
本

以
上
の
松
が
枯
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
も
松
枯
れ
に

強
い
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
１
０

０
０
本
を
、
参
加
者
約
２
５

０
人
の
み
な
さ
ん
に
植
樹
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
宗
像
市
民

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
「
さ

つ
き
松
原
」
を
保
護
し
、
後

世
に
残
す
こ
と
が
私
た
ち
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
と
一
緒
に

松
苗
を
植
え
ま
し
た

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載している
市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載している
市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０



品質に拘り、おかげ様で11周年　　　 全商品オープニング価格！

宗像市土穴二丁目1-17P/福岡銀行うら兼用20台あり

岩手県大船渡市名産品
かもめの玉子ミニ

お買い上げ先着50名様に

プレゼント

岩手県大船渡市名産品
かもめの玉子ミニ

お買い上げ先着50名様に

プレゼント
カジュアルメガネ¥3，900より

PCパソコン（度入り）セット¥7，800PCパソコン（度入り）セット¥7，800

誕生祭

めがね工房中代
電話(33)7738

パソコン遠近
メガネセット
¥13，800

セール期間
4/9(火)まで

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第51回

ト
ヨ
タ
九
州
と
一
緒
に

世
界
遺
産
を
Ｐ
Ｒ

　
宗
像
市
、
福

津
市
、
県
、
関

係
団
体
な
ど
で

構
成
す
る
「
宗

像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」

世
界
遺
産
推
進

会
議
が
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
九
州

株
式
会
社
・
ウ

イ
ン
グ
21
Ｐ
Ｒ

館
の
２
階
に

「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産

群
」
を
紹
介
す

る
ブ
ー
ス
を
設

固い握手を交わす河合宏一県企画・地域振興部次長、トヨ
タ九州二橋岩雄社長、谷井博美市長、小田達也福津市副市
長（右から）

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
、
市
内
３
カ
所
以
上
で
撮
影

し
た
花
や
自
然
、
神
社
仏
閣
、

食
べ
物
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
写

真
を
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
す

て
き
な
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

春
の
宗
像
を
、
あ
な
た
の
写
真

で
か
わ
い
く
、
お
し
ゃ
れ
に
表

現
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た

手
軽
な
写
真
か
ら
一
眼
レ
フ
で

撮
っ
た
本
格
的
な
写
真
ま
で
何

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
男
性
の
応
募

も
可
。

●
応
募
期
間
　
４
月
６
日（
土
）

〜
５
月
31
日
（
金
）

＊
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

市
広
報
紙
４
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

＊
応
募
さ
れ
た
写
真
は
、
市
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す

【
鎮
国
寺
花
ま
つ
り
】

　
鎮
国
寺
は
、
弘
法
大
師
（
空

海
）
が
８
０
６
年
に
日
本
で
最

初
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

真
言
宗
最
古
の
寺
で
、
梅
や
桜

な
ど
の
花
の
名
所
と
し
て
も
知

　

市
で
は
、２
０
１
３
む
な
か
た
春
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
４
月
６
日
（
土
）
か
ら
５
月
��
日
（
土
）

ま
で
開
催
。
宗
像
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
（
��
）
０
０
３
７

も
っ
と「
む
な
か
た
」を
楽
し
も
う

置
。
こ
の
協
定
書
調
印
式
が
１

月
30
日
、
同
館
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
館
は
、
車
作
り
を
中
心
と

し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
施
設
で
、
年
間
約
５
万
人
以

上
が
来
館
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
、
遺
産
の
価
値

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
放
映
や
パ
ネ
ル
展
示
の

他
、
古
代
の
衣
装
を
再
現
し
た

貫
頭
衣
（
か
ん
と
う
い
）
や
田

野
瀬
戸
古
墳
（
田
野
）
か
ら
出

土
し
た
６
世
紀
ご
ろ
の
甕
（
か

め
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
二
橋
社
長

は
「
地
域
に
歴

史
あ
る
遺
産
が

あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
う
。
世

界
遺
産
登
録
活

動
の
広
が
り
の

一
助
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
谷

井
市
長
は
「
登

録
の
た
め
に
も

多
く
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
宗
像
市
と
福
津
市
に
世
界
的

な
歴
史
遺
産
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
Ｐ

Ｒ
館
に
行
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
田
野
瀬
戸
古
墳
は
、
世
界
遺

集
ま
れ
！

カ
メ
ラ
好
き
の
女
神

集
ま
れ
！

カ
メ
ラ
好
き
の
女
神

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

産
登
録
の
構
成
資
産
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
沖
ノ
島
が
望

め
る
場
所
に
あ
り
、
沖
ノ
島

祭
祀
（
さ
い
し
）
を
実
施
し

て
い
た
宗
像
氏
の
古
墳
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

　
☎
（
62
）
２
６
１
７

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
内
容

①
境
内
で
宗
像
歴
史
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
無

料
案
内

▽
期
間
　
３
月
24
日
（
日
）
〜

４
月
７
日
（
日
）
の
毎
日
、

４
月
13
日
（
土
）
〜
同
28
日

（
日
）
の
土
・
日
曜
日

▽
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
＊
雨
天
中
止

②
い
に
し
え
の
衣
装
を
ま
と
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
お
釈

迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
生
誕
を

記
念
し
て
宗
像
大
社
で
祈
願

後
、
鎮
国
寺
ま
で
歩
く
「
稚

児
行
列
」

▽
日
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
同
11
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

　（
道
の
駅
む
な
か
た
内
）

　
☎
（
62
）
３
８
１
１

【
正
助
ふ
る
さ
と
村春

花
ま
つ
り
】

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
む
な

か
た
牛
の
こ
だ
わ
り
出
店
な

ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

●
日
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
４
時

＊
正
助
茶
屋
特
製
「
春
花
弁

当
」
を
１
０
０
０
円
で
販
売

（
当
日
��
個
限
定
）。
３
月
��
日（
日
）

ま
で
に
電
話
で
要
予
約
。
２
個
以
上

で
市
内
配
達
可
（
離
島
は
除
く
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
正
助
ふ
る
さ
と
村

　
☎
（
35
）
１
１
０
０

＊
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、
市
広

報
紙
４
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
昨
年
の
秋
に
続
き
、好
評
の「
女

神
旅
」
企
画
も
実
施
し
ま
す
の
で
お

楽
し
み
に

　道の駅むなかた、とれとれプラザかのこの里、道の駅むなかた
周辺の参加店で開催します。各種イベントに参加して賞品をもら
いませんか。
【①宗像いちごクイズ】
　参加店に設置しているチラシか、道の駅むなかたの　 （下記）に掲載
しているクイズの答えを、官製はがきに明記して応募すると、正解者の中
から抽選で12人に、「道の駅むなかた」「とれとれプラザかのこの里」の
特産品詰め合わせ（5,000円相当）をプレゼント。

【②いちごちゃんシールを集めてお買物券をもらおう】
　参加店で、いちごやいちごのオリジナル商品に付いているシールを、10
枚集めて専用台紙に貼って応募すると、抽選で「道の駅むなかた」「とれ
とれプラザかのこの里」で使える３００円のお買物券をプレゼント。
＊専用台紙は参加店で入手可
【①②共通事項】

●期　間　３月20日（水・祝）～４月30日（火）
【③いちごの品種当てクイズ】
　正解者の中から抽選で５人に、道の駅むなかたの
オリジナルジャム詰め合わせ（3,000円相当）をプレゼント。
＊３種類のいちごを食べ、回答用紙に必要事項を記入して応募する

●日　時　４月11日（木）11：00～　＊いちごがなくなり次第終了
●場　所　道の駅むなかた
●参加費　１００円
＊①～③の詳細は、参加店に設置しているチラシか道の駅むなかた　 
　 www.michinoekimunakata.co.jp/で確認を
■問い合わせ先　道の駅むなかた　☎（62）２７１５

【第５回宗像いちご祭り】

このシールを10枚で
お買物券をプレゼント

HP

HP
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行　政

田野瀬戸古墳から出土した甕を観覧する
谷井市長と二橋社長（右から）

春
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



子どもの
未来が
育つまち

第４回

子
育
て
世
帯
を
応
援

　
　

補
助
制
度
は
魅
力
で
す

（3） 平成25年3月15日 No.240むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

ラ
ン
ス
が
い
い
ま
ち
だ
な
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
生
活
し
て
き
ま
し
た

が
、
正
直
、
宗
像
市
が
一
番
落

ち
着
き
ま
す
ね
」。
林
さ
ん
夫

婦
は
、
宗
像
市
の
魅
力
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

行　政
　

ピ
カ
ピ
カ
の
子
ど
も
の
未
来
が
育
つ
ま
ち
宗
像
市
。
今
回
は
、

子
育
て
世
帯
や
新
婚
世
帯
を
応
援
す
る
市
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

定
住
化
推
進
室　

☎
（
36
）
１
２
８
４

　「
宮
崎
県
か
ら
鞍
手
町
へ
転

勤
に
な
り
、
鞍
手
町
、
中
間

市
、
宗
像
市
で
住
む
所
を
探
し

ま
し
た
。
決
め
手
は
Ｊ
Ｒ
な
ど

の
交
通
の
便
と
、
都
会
で
は
な

い
け
れ
ど
何
で
も
あ
る
と
こ
ろ

で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
兵
藤

裕
也
さ
ん
（
31
歳
・
赤
間
）。

妻
・
か
さ
ね
さ
ん
、

長
男
・
直
く
ん
（
２

歳
）、
長
女
・
佐
和

ち
ゃ
ん
の
４
人
家
族

で
す
。
昨
年
４
月
に

宗
像
市
へ
転
入
。
一

戸
建
て
の
賃
貸
住
宅

に
居
住
し
、
家
賃
補

助
制
度
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　「
実
は
、
住
む
所

を
探
し
て
い
た
時
、

宗
像
市
の
補
助
制
度

　
林
紀
幸
さ
ん（
35
歳
・
河
東
）

は
、
妻
・
英
恵
（
は
な
え
）
さ

ん
、長
女
・
ゆ
か
り
ち
ゃ
ん（
６

歳
）、
次
女
・
え
り
か
ち
ゃ
ん

（
４
歳
）
の
４
人
家
族
。
古
家

を
購
入
・
解
体
し
て
新
築
住
宅

を
建
て
、
古
家
解
体
補
助
制
度

を
活
用
し
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
夫
婦
は
、
鹿
児
島
県

出
身
。
紀
幸
さ
ん
の
勤
務
先
が

宗
像
市
内
だ
っ
た
た
め
、以
前
、

赤
間
地
区
で
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
転
勤
で
愛
知

県
へ
転
出
し
ま
し
た
。「
転
勤

期
間
中
も
早
く
宗
像
市
へ
帰
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
山

や
田
ん
ぼ
な
ど
田
舎
の
雰
囲
気

を
残
し
つ
つ
、
都
会
の
部
分
も

　「
長
女
を
産
ん
だ
時
、
周
り

に
知
り
合
い
が
い
な
く
て
、
子

育
て
に
孤
独
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
市
の
３
カ
月

健
診
で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ
ら

こ
っ
こ
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
仲
間

と
は
、
今
も
お
付
き
合
い
を
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
宗
像
に

戻
っ
て
き
た
時
は
『
お
か
え
り

な
さ
い
』
と
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
宗
像
市
は
、
福
岡

教
育
大
学
が
あ
る
た
め
か
教

育
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
や
講
演

会
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
子
育

て
を
助
け
て
も

ら
っ
て
い
る
と

い
う
感
覚
が
あ

る
の
も
、
住
み

や
す
い
と
感
じ

て
い
る
理
由
の

一
つ
だ
と
思
い

　
市
の
家
賃
補
助
、
中
古

住
宅
購
入
補
助
、
新
築
住

宅
建
築
の
た
め
の
古
家
解

体
補
助
が
好
評
で
す
。
特

に
家
賃
補
助
は
、
２
月
時

点
で
見
込
み
の
３
倍
以
上

の
１
８
２
世
帯
４
３
４
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
で
は
、
子
育

て
環
境
や
居
住
環
境
の
向

上
と
と
も
に
、
補
助
の
Ｐ

Ｒ
の
充
実
で
、
子
育
て
世

帯
や
新
婚
世
帯
に
宗
像
市

を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
ま
す
。

＊
補
助
制
度
の
詳
細
は
、

宗
像
に
住
も
う
よ
ＨＰ

http://m
unakata-

live.com
/

で
確
認
を

転
勤
で
住
ま
い
は
宗
像
市
を

「
え
っ
、
補
助
制
度
っ
て
？
」

口
コ
ミ
の
と
お
り

住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
ね

　
裕
也
さ
ん
は
北
海
道
出
身
。

か
さ
ね
さ
ん
も
大
阪
府
出
身

で
、
宗
像
市
は
縁
も
ゆ
か
り
も

「宗像市は住みやすい」と話す兵藤さん家族

補
助
制
度
を
知
っ
て

古
家
を
購
入
・
解
体
し
ま
し
た

あ
っ
て
便
利
で
住
み
や

す
い
と
こ
ろ
が
好
き
な

ん
で
す
」。

　「
定
住
す
る
な
ら
宗

像
市
」
と
決
め
て
い
た

と
い
う
林
さ
ん
夫
婦
。

昨
年
３
月
に
、
宗
像
に

戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、

新
築
住
宅
を
建
て
る
た

め
土
地
探
し
を
始
め
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
希

望
の
物
件
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
古

家
の
購
入
・
解
体
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
補
助
制
度
の
こ
と
を
会
社

で
知
っ
て
、
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
紀
幸
さ
ん
。
住
宅
メ
ー

カ
ー
に
相
談
し
、
す
ぐ
に
物
件

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ま
ち
に
子
育
て
を

助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

「
人
の
雰
囲
気
の
良
さ
も
宗
像
市
の
魅
力
」
と

話
す
林
さ
ん
家
族

自宅のリビングでくつろぐ林さん家族

な
い
場
所
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
あ

る
の
で
、
治
安
が
い
い
、
買

い
物
が
し
や
す

い
、
住
み
や
す

い
所
を
調
べ
ま

し
た
。
情
報
収

集
は
口
コ
ミ
で

す
ね
。
実
際
、

宗
像
市
で
生
活

を
始
め
て
約
１

年
た
ち
ま
す

が
、
口
コ
ミ
の

と
お
り
住
み
や

す
い
と
い
う
の

が
印
象
で
す
。
Ｊ
Ｒ
を
使
え
ば

す
ぐ
に
福
岡
へ
行
け
る
し
、
以

前
住
ん
で
い
た
所
よ
り
都
会
で

す
ね
（
笑
）」
と
兵
藤
さ
ん
夫

婦
は
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
か
さ
ね
さ
ん
は
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
知
っ
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
ほ
ぼ
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
。
知
り
合
い
も

増
え
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
。
山
、
川
、
海
と
自
然
も
多

宗像ユリックスの公園にあるすべり台で遊ぶ
直くん、佐和ちゃん、かさねさん（右から）

く
、
公
園
も
多
い
の
で
子
育
て

に
は
い
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
宗
像

ユ
リ
ッ
ク
ス
の
芝
生
広
場
に
よ

く
行
き
ま
す
ね
」。
裕
也
さ
ん

も
「
職
場
で
宗
像
市
の
家
賃
補

助
の
話
な
ど
を
し
ま
す
ね
。
環

境
も
い
い
よ
っ
て
宣
伝
し
て
い

ま
す
（
笑
）」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
転
入
手
続
き
で
市
役
所

に
来
た
時
、
こ
ん
な
の
が
あ

る
ん
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い
た

ら
、
宗
像
市
に
即
決
で
し
た
ね

（
笑
）」。

た
。「
場
所
を
見
に
来
た
時
、

ご
近
所
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
雰
囲
気
も
良

か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
決
め
ま

し
た
」。

ま
す
」
と
英
恵
さ
ん
。

ゆ
か
り
ち
ゃ
ん
も
、
英

恵
さ
ん
の
「
ふ
ら
こ
っ

こ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
「
懐
か
し
い
〜
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　「
山
育
ち
な
の
で
、

海
が
あ
る
の
も
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
自
然
が
多
い
と
い

う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
、
人
の
雰
囲
気

が
好
き
で
す
ね
。
食
べ

物
も
含
め
、
全
体
の
バ
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行　政

【
５
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

　
子
育
て
、
環
境
、
福
祉
な
ど
、

人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
活
動
を
支
援
す
る
補
助

金
で
す
。

●
対
象
団
体

▽
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
ち
、

３
人
以
上
で
構
成
す
る
市
民

活
動
団
体

▽
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
で
、

３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

●
補
助
期
間
　
最
長
３
年

●
補
助
金
の
内
容

①
個
性
豊
か
な
む
な
か
た
づ
く

り
事
業

▽
対
象
活
動
＝
ま
ち
づ
く
り
や

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
活
動

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の

額
②
企
画
提
案
型
事
業

▽
対
象
活
動
＝
市
が
課
題
解
決

の
た
め
に
設
定
し
た
募
集

テ
ー
マ
（
表
１
）
に
対
し

て
、
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活

用
し
て
解
決
す
る
活
動

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
の

額
③
次
世
代
育
成
型
事
業

（表１）

テーマ 概要 担当課

コミュニティ
運営協議会との
連携促進事業

市民活動団体が持つ専門性を、コ
ミュニティ運営協議会が持つ地域
のネットワークと連携させ、より
効果的な事業を実施することで地
域の課題解決を図る

市民活動交流室
☎（36）0311

姉妹都市・
韓国金海市との
国際交流事業

「国際交流指針」で定めた国際交
流の将来像「市民が主体となった、
草の根国際交流活動」を推進する
ため、民間レベルの国際交流のさ
らなる活性化を図る

秘書課秘書係
☎（36）0890

障がい者らの
家族への
支援事業

障がい者らが住み慣れた地域で安
心して暮らせるように、障がい者
らの家族や地域住民との交流で、
その家族が抱える不安や悩みを軽
減するための事業を実施

福祉課
障害者福祉係
☎（36）3135

▽
対
象
活
動
＝
子
育
て
や
次
世

代
を
担
う
青
少
年
な
ど
の
健

全
育
成
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
活
動

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
４
分
の
３
以
内
の

額
●
審
査
会
日
程
　
５
月
29
日

（
水
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
交
流
室

�

☎
（
36
）
０
３
１
１

＊
４
月
以
降
、
部
署
名
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
推
進
課

市
民
活
動
係
」
へ
変
更
に
な

り
ま
す

みさき寺子屋での子どもたちの学習風景劇団夢かなたの演劇ワークショップ

　
地
域
伝
統
文
化
の
継
承
や
活

用
、
次
世
代
育
成
活
動
な
ど
、

文
化
芸
術
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
活
動
を
支
援

す
る
補
助
金
で
す
。

●
対
象
団
体
　
市
内
に
活
動
拠

点
を
持
ち
、
３
人
以
上
で
構

成
す
る
市
民
活
動
団
体

●
補
助
期
間
　
最
長
３
年

●
補
助
金
の
内
容

①
文
化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
と

人
材
育
成
活
動
事
業

▽
対
象
活
動
＝
文
化
芸
術
を
通

じ
た
交
流
、
文
化
芸
術
を
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
活

動
、
文
化
芸
術
の
担
い
手
を

育
成
す
る
活
動
な
ど

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の

額
②
地
域
伝
統
文
化
継
承
や
活
用

活
動
事
業

▽
対
象
活
動
＝
地
域
伝
統
文
化

を
後
世
に
継
承
す
る
活
動
や

地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
す
る
活
動
な
ど

＊
た
だ
し
、
地
域
伝
統
文
化
と

し
て
の
事
前
認
定
が
必
要 

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
４
分
の
３
以
内
の

額
③
文
化
芸
術
の
次
世
代
育
成
活

応
援
し
ま
す

宗
像
を

元
気
に
す
る
活
動

　

市
で
は
、「
元
気
な
市
民
と
、
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
と
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活
用
し
て
、
宗

像
を
元
気
に
す
る
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
、
平
成
24
年
か
ら
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学

も
た
ち
も
学
習
会
を
楽
し
み
に

し
「
今
度
、
あ
る
と
？
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
気
を
張
ら
ず
、
焦

ら
ず
、地
道
に
活
動
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

(1)
人
づ
く
り
で
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

(2)
文
化
芸
術
活
動
事
業
補
助
金

〈
補
助
金
採
択
団
体
の
紹
介
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
寺
子
屋
運
動
事
業

�

「
み
さ
き
寺
子
屋
の
会
」

平成25年度の各種申請を受付

生きがい「　　　 がつくる のあるまち」
を目指して
市民力

動
事
業

▽
対
象
活
動
＝

文
化
芸
術
の

分
野
で
、
次

世
代
を
担
う

青
少
年
ら
を

育
成
す
る
活

動
▽
補
助
率
・
限

度
額
＝
補
助

対
象
経
費
の

４
分
の
３
以

内
の
額

●
審
査
会
日
程

　
５
月
下
旬

■
申
請
・
問
い

合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
推
進
課

�
☎
（
36
）
１
５
４
０

＊
４
月
以
降
、
部
署
名
が
「
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
」
へ

変
更
に
な
り
ま
す

習
会
を
毎
週
火
曜
日
に
岬
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い

ま
す
。
地
元
有

志
や
大
学
生
に

講
師
を
お
願
い

し
、学
力
向
上
、

自
主
学
習
の
定

着
を
図
り
、
地

域
へ
の
関
心
や

愛
着
心
を
育
て

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏

休
み
な
ど
は
、

地
元
の
食
材
を

利
用
し
た
料
理
教
室
や
夏
祭
り

の
ポ
ス
タ
ー
作
り
な
ど
を
高
学

年
と
低
学
年
で
一
緒
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
規
範
意
識
の
向

上
に
も
期
待
が
持
て
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
活
動
は
よ
う
や
く
１
年
を
終

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

行　政

　
市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
協
働
化
提
案
制
度
」

を
開
始
。
こ
の
制
度
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
る

た
め
に
市
が
実
施
す
る
全
事
業

を
公
表
し
、
そ
の
中
か
ら
市
民

活
動
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
な
ど
が
、
団
体
の
専

門
性
を
生
か
し
て
市
と
協
働
で

事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
制
度
の
概
要
は
（
表
２
）
の

と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、「
平

成
25
年
度
募
集
要
項
」
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
募
集
要
項
と
提
出
書
類

は
、
３
月
28
日
（
木
）
か

ら
市
役
所
本
館
１
階
・
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
メ
イ
ト
ム

宗
像
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
入
手

か
、
市
ＨＰhttp://w

w
w
.

city.m
unakata.lg.jp/

、

メ
イ
ト
ム
宗
像
ＨＰhttp://
kouryuukan.com

/

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

　
大
島
や
地
島
の
島
民
と
、
島

外
の
人
と
の
交
流
を
図
る
活
動

な
ど
、
島
の
振
興
を
図
る
活
動

を
支
援
す
る
補
助
金
で
す
。

●
対
象
団
体

▽
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
ち
、

３
人
以
上
で
構
成
す
る
市
民

活
動
団
体

▽
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
で
、
３
人
以
上
で

構
成
す
る
団
体

●
補
助
期
間
　
最
長
５

年
●
補
助
金
の
内
容

▽
対
象
活
動
＝
離
島
と

離
島
以
外
の
人
の
交

流
促
進
、
定
住
化
促

進
、
健
康
づ
く
り
、

環
境
保
全
な
ど
に
関

す
る
活
動

▽
補
助
率
・
限
度
額
＝

補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３

以
内
（
４
年
目
と
５
年
目
は

２
分
の
１
）
の
額

●
審
査
会
日
程
　
５
月
29
日

（
水
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
な
島
づ
く
り
課

�
☎
（
36
）
１
７
２
５

●
補
助
限
度
額
　
50
万
円

●
補
助
対
象
経
費

①
講
師
謝
金
な
ど
の
報
償
費

②
旅
費

③
消
耗
品
費
な
ど
の
需
用
費

④
郵
送
料
な
ど
の
役
務
費

⑤
委
託
料

⑥
使
用
料
・
賃
借
料

⑦
原
材
料
費

⑧
工
事
費

⑨
備
品
購
入
費
な
ど
の
設
備
費

＊
⑧
と
⑨
は
、
企
画
提
案
型
事

業
、
地
域
伝
統
文
化
継
承
及

び
活
用
活
動
事
業
の
み
対
象

●
申
請
方
法
　
３
月
25
日（
月
）

～
４
月
19
日
（
金
）
午
後
５

時
必
着
で
、
所
定
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

各
申
請
先
へ
提
出
す
る

＊
募
集
要
項
と
申
請
書
は
、
３

月
2�
日
（
月
）
か
ら
市
役

所
本
館
１
階
・
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
メ
イ
ト
ム
宗
像
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
で
入
手
か
、
市

ＨＰhttp
://w

w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

、
メ

イ
ト
ム
宗
像
ＨＰhttp://

kouryuukan.com
/

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

【
４
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

(3)
元
気
な
島
づ
く
り
事
業
補
助
金

(1)
〜
(3)
共
通
事
項

（表２）

提案できる
団体

①市民活動団体（市外も可）
②コミュニティ運営協議会
③民間事業者（市外も可）

対象事業

すでに、市民活動団体、コミュニティ運営協議会、民間事業
者に委託しているものを除き、市が直営で実施している全て
の事業。ただし、次の事業は対象外
▽法令などで職員が直接実施しなければならないもの
▽公権力の行使に関するもの
▽市の政策立案などに関するもの
▽公益性が担保されなくなるもの

提案募集期間

●平成25年度事業開始コース
　

募集期間 提案できる団体

３月28日（木）～
４月26日（金）

①市民活動団体
②コミュニティ運営協議会
③民間事業者

●平成26年度事業開始コース
　

募集期間 提案できる団体

第１次募集 ３月28日（木）～
６月28日（金）

①市民活動団体
②コミュニティ運営協議会

第２次募集 ７月 １日（月）～
８月30日（金）

①市民活動団体
②コミュニティ運営協議会
③民間事業者

提案できる
事業実施期間

原則、提案は単年度ですが、最長４年度を上限に、複数年度
の提案が可能です

審査 第三者機関の「市民参画等推進審議会」が公開形式で審査

審査項目

▽市と団体の役割分担が適切か
▽現状よりも市民サービスの質の向上が図られるか
▽事業を実施する体制が整備されているか
▽団体、コミュニティ、民間事業者の特性を生かし、市民参

画条例に規定された協働、コミュニティ活動の推進や専門
性が著しく高いサービスの提供が図られるか

▽より適正なコストで効率的な行政運営が推進できるか

専
門
性
を
生
か
し
た

提
案
を
募
集
し
ま
す

市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
化
提
案
制
度

〈
提
案
制
度
採
択
団
体
の
紹
介
〉

大
島
に
お
け
る
読
書
推
進
事
業
「
に
じ
の
会
」

�

代
表
・
宮
本
千
里
さ
ん

　
私
た
ち
は
、
平
成
元
年
に
大

島
の
保
育
所
と
小
・
中
学
校
で

読
み
聞
か
せ
や
お
は
な
し
会
を

始
め
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
大
島
で

読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

①
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
②
大
島
小

中
学
校
図
書
室
内
「
市
民
図
書

館
コ
ー
ナ
ー
」
の
図
書
の
運
搬

③
市
民
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
促
進
の
各
事
業
を
市
図
書
課

と
協
働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で

は
、
大
島
で
実
施
さ
れ
る
市
の

４
カ
月
健
診
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者
に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
」
を
手
渡
し
ま
す
。

こ
の
中
に
は
絵
本
１
冊
、
お
勧

め
絵
本
リ
ス
ト
、
市
民
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
登
録
申
請
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
伝

え
、
読
み
聞
か
せ
を
習
慣
づ
け

る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
民
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
促
進
事
業
で
は
、
保
育
所

保
護
者
会
や
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
な
ど
に
足
を
運
び
、
よ

り
多
く
の
住
民
に
利
用
し
て
も

＊
補
助
対
象
や
申
請
書
作
成
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
各
募
集

要
項
で
確
認
を

＊
い
ず
れ
の
補
助
金
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
は

対
象
外

●
審
査
・
選
択
方
法
　
各
審
査

会
で
、
提
出
書
と
申
請
団
体

の
公
開
説
明
（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
審
査
し
、

市
が
採
択
を
決
定

＊
今
回
の
採
択
結
果
で
、
平
成

2�
年
８
月
以
降
の
事
業
を
対

象
と
し
た
「
第
２
次
募
集
」

を
実
施
。実
施
す
る
場
合
は
、

市
広
報
紙
７
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
大
島
で
の
本
の

貸
し
出
し
冊
数
や
利
用
登
録
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

読
書
の
習
慣
を
つ
け
る
に
は
、

幼
少
期
か
ら
本
と
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
も
「
読
書
活
動
の
推
進
」
の

た
め
の
啓
発
と
実
践
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
交
流
室

�

☎
（
36
）
０
３
１
１

＊
４
月
以
降
、
部
署
名
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
推
進
課

政
策
推
進
係
」
☎
（
��
）
５

３
９
４
へ
変
更
に
な
り
ま
す

大島再生維新の会による
いも掘り体験交流会の様子



3/24（日）・4/7（日）・4/21（日）宗像ユリックス 13時～16時
会議室５にて無料相談を実施。予約不要・先着順

相続はどのように行われるか？遺言書がある時とない時の違いは？
会社設立、各種許認可・離婚協議書作成・交通事故・在留資格など

伊藤弘幸 行政書士事務所

お気軽に
どうぞ

宗像市東郷2－3－40－206　宗像市役所より徒歩約１分

℡ 0940-36-8060（IP電話の方は携帯へ）

携帯 090-7980-1240
困ったことは
何でも

ご相談下さい。

No.240 むなかたタウンプレス 平成25年3月15日 （6）

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

　金海市は、都心を流れる海畔（ヘバン）川一帯の伽耶文化遺跡を訪れる
観光客のための自転車貸し出し所を、軽電鉄「首露王陵（スロワンヌン）駅」
周辺の自転車教育ゾーンとして本格運営します。
　市は昨年４月から、放置自転車18台を修理して、レンタサイクル事業
を試行してきました。最近、利用客の便宜のため、トイレと自転車保管施
設を設置し、本格運営のために自転車30台を購入。１月中旬から観光客
に２時間以内無料で貸し出しています。試行期間中の利用はそれほど多く
ありませんでしたが、本格運営で観光シーズンの３月になれば、軽電鉄を
利用して市を訪れる観光客が増えるものと期待されています。
　この他にも、駅近くの鳳凰洞（ポンファンドン）自転車教育ゾーンで、
さまざまな特殊自転車の体験プログラムと自転車入門教室を実施し、軽電
鉄を降りて自転車に乗り換える体系を構築するため、二段ラック式無人駐
輪場を設置中です。また、四大河川の自転車専用道路をスムーズにつなげ
るために、生林面（センニムミョン）、沙村里（サチョルリ）一帯の自転
車道を整備するなど、多様な施策を推進しています。
　市は、自転車の無料貸し出しによる海畔川一帯の伽耶文化遺跡の観光客
増加、無人駐輪場の設置による軽電鉄の利用客増加、四大河川自転車道の

連結など、自転車利用の活性化と観光活性化といったこれらの施策が、地
域経済に活力をもたらすと期待しています。
（金海市広報紙
　2013年１月24日発行分）
＊この原稿は、市民サービス協
働化提案制度として、平成20
年度から「パラムむなかた」
が翻訳しています

■問い合わせ先
　秘書課秘書係
　☎（36）０８９０

行　政

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓
国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

金海市レンタサイクル
事業本格始動 最終回

自転車教育ゾーンに並ぶ子どもたち

赤
間
駅
周
辺
は

　
　

自
転
車
な
ど
の

駐
車
場
の
利
用
を

放
置
禁
止

　
市
で
は
、
自
転
車
な
ど
の
利

用
者
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も

に
、
赤
間
駅
周
辺
の
環
境
整
備

を
目
的
に
、
自
転
車
等
駐
車
場

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
駅
周
辺

は「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」

で
す
。
通
勤
や
通
学
な
ど
で
自

転
車
や
バ
イ
ク
を
駐
車
す
る
場

合
は
、
同
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
下
図
の
と
お
り

＊
50
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
は
、
全

て
の
自
転
車
等
駐
車
場
を
利

用
可

＊
51
～
１
２
５
㏄
の
バ
イ
ク

は
、
赤
間
駅
南
口
第
１
自
転

車
等
駐
車
場
の
み
利
用
可

●
利
用
料
金
（
全
共
通
）

　
下
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
維
持
管
理
課

　
☎
（
36
）
７
４
７
１

▽
赤
間
駅
北
口

　
第
１
自
転
車
等
駐
車
場

　
☎
（
33
）
８
８
９
８

▽
赤
間
駅
南
口

　
第
２
自
転
車
等
駐
車
場

　
☎
（
35
）
４
４
３
３

利　用 期　間
料　　金

バイク
（50〜125cc） 自転車 自動二輪車

定期

学生
１カ月 500円 300円 ─
３カ月 1,400円 700円 ─
６カ月 2,400円 1,300円 ─

一般
１カ月 1,000円 600円 ─
３カ月 2,700円 1,600円 ─
６カ月 4,800円 2,900円 ─

一　時 １日（１回） 100円 50円 100円

＊定期利用券は、１カ月前から赤間駅南口第２自転車等駐車場と赤間駅
北口第１自転車等駐車場で販売

赤間駅

南口

北口

赤間駅北口土穴

赤間駅前
郵便局

赤間駅東

北口自動二輪車
駐車場

北口第２自転車等
駐車場

南口第３自転車等
駐車場

南口第２自転車等
駐車場

赤間駅前
１丁目
赤間駅前
１丁目

赤間駅前
２丁目
赤間駅前
２丁目

栄町栄町

赤間駅西
69

512〒

至
東
郷
駅 至

教
育
大
前
駅

南口第１自転車等
駐車場

北口第１自転車等
駐車場

帯
や
曜
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
混
雑
時
は
待
ち
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
庁

し
て
く
だ
さ
い

●
日
程
　
３
月
24
日
、同
31
日
、

４
月
７
日
の
日
曜
日

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
２
時

●
手
続
き
の
内
容
　

▽
住
民
異
動
届
（
転
入
届
、
転

　
毎
年
３
月
と
４
月
は
、
就
職

や
転
勤
な
ど
に
よ
る
引
っ
越
し

で
、
住
民
票
の
異
動
が
多
く
な

り
、
市
民
課
窓
口
が
最
も
混
み

合
う
時
期
で
す
。
そ
の
た
め
市

で
は
、
市
民
課
窓
口
（
本
館
１

階
）
を
日
曜
日
に
開
け
ま
す
。

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
手

続
き
が
で
き
な
い
人
は
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
窓
口
の
混
雑
状
況
は
、
時
間

日
曜
日
に
手
続
き
が
で
き
ま
す

期
間
限
定

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

☎
（
36
）
１
１
２
６

出
届
、
転
居
届
な
ど
）

▽
印
鑑
登
録

▽
戸
籍
届

▽
各
証
明
発
行

＊
転
入
届
時
は
、
印
鑑
登
録
、

国
民
年
金
、国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
乳
幼
児

医
療
、
障
害
者
医
療
、
介
護

保
険
、
児
童
手
当
の
手
続
き

も
市
民
課
窓
口
で
受
付
（
健

康
保
険
証
な
ど
の
当
日
発
行

は
不
可
。
後
日
、
担
当
課
か

ら
郵
送
）

＊
他
の
市
区
町
村
な
ど
関
係
機

関
に
照
会
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
当
日
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住

所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
関

係
す
る
市
区
町
村
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
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行　政

●
市
優
良
田
園
住
宅
建
設
の

主
な
要
件

▽
建
物
の
用
途
＝
一
戸
建
て

住
宅
（
専
用
住
宅
）

▽
敷
地
面
積
＝
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上

▽
建
ぺ
い
率
＝
30
パ
ー
セ
ン

ト
以
下

▽
容
積
率
＝
50
パ
ー
セ
ン
ト

以
下

▽
階
数
＝
３
階
以
下

▽
高
さ
＝
10
メ
ー
ト
ル
以
下

▽
構
造
＝
木
造
、
勾
配
（
こ

う
ば
い
）
屋
根

▽
意
匠
＝
形
態
、
色
彩
は
自

然
環
境
と
調
和
し
た
も
の

▽
か
き
、
柵
＝
原
則
、
生
け

垣
（
透
視
性
の
あ
る
格
子

柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
併

用
可
）

▽
排
水
設
備
＝
公
共
下
水
道

　
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区

域
の
土
地
利
用
の
活
性
化
策

と
し
て
「
優
良
田
園
住
宅
建

設
促
進
制
度
」
を
３
月
15
日

（
金
）
か
ら
導
入
し
ま
す
。

【
優
良
田
園
住
宅
建
設

�

促
進
制
度
】

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
10
年

７
月
に
施
行
さ
れ
た
「
優
良

田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

真
の
国
民
の
豊
か
さ
と
ゆ
と

り
あ
る
居
住
形
態
を
実
現
す

る
た
め
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
住
宅

を
建
築
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
国
民
の
住
宅
に
対

す
る
夢
を
限
り
な
く
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

●
優
良
田
園
住
宅
と
は

　
農
漁
村
地
域
、
都
市
の
近

郊
そ
の
他
の
良
好
な
自
然
が

残
さ
れ
た
地
域
に
立
地
す
る

一
戸
建
て
で
、
図
の
①
〜
③

の
基
準
を
満
た
す
も
の�

（
図

１
参
照
）

●
法
律
の
仕
組
み

�

（
図
２
参
照
）

【
市
優
良
田
園
住
宅
の

�

建
設
の
促
進
に

�

関
す
る
基
本
方
針
】

●
基
本
理
念

　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
既

存
集
落
、
農
漁
村
集
落
の
定

住
化
の
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
、
活
性
化
の

た
め
、
ま
た
、
自
然
と
農
漁

村
環
境
が
共
生
し
た
安
全
で

魅
力
的
な
住
環
境
整
備
を
図

る
た
め
、「
優
良
田
園
住
宅

の
建
設
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
優
良
田
園

住
宅
の
建
設
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

●
市
優
良
田
園
住
宅
建
設
の

対
象
と
な
る
区
域

　
市
街
化
区
域
か
ら
５
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
と
こ

ろ
に
位
置
し
、
お
お
む
ね
50

戸
以
上
の
建
築
物
が
連
坦
す

る
既
存
集
落
内
、
既
存
集
落

か
ら
隣
接
か
近
接
（
お
お
む

ね
50
メ
ー
ト
ル
以
内
）
す
る

区
域
で
す
。

自
然
と
ゆ
と
り
の
住
宅
を

市
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進
に
関
す
る

�

基
本
方
針
を
策
定

に
接
続
か
、
合
併
浄
化
槽

を
設
置

▽
そ
の
他
＝
自
治
会
に
加
入

す
る
。
当
該
住
宅
建
設
に

関
し
、
対
象
区
域
の
自
治

会
長
ら
の
同
意
が
得
ら
れ

る
こ
と

＊
詳
し
く
は
、
市
ＨＰhttp: 

//w
w

w
.city.m

una 
kata.lg.jp/

で
確
認
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
計
画
課

�

☎
（
36
）
１
４
８
４

①３階建て以下

②敷地面積
　300㎡以上

③建ぺい率30％以下
　容積率50％以下
＊建ぺい率＝建築面積の敷地面積に対する割合
＊容積率＝延べ床面積の敷地面積に対する割合

図１

女性
消防団員
まるごと！

優良田園住宅の建設の
促進に関する基本方針

（県と協議し、市町村が作成）

優良田園住宅の建設

優良田園住宅
建設計画を提出
（建設主体が作成）

市町村
（県、国と協議）

今回策定

申請

認定

図２

　
文
化
財
防
御
訓
練
が
１

月
26
日
、
宗
像
大
社
で
実

施
さ
れ
、
市
女
性
消
防
団

員
の
私
た
ち
も
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
年
明
け

一
番
と
も
思
え
る
寒
い
日

で
、
雪
が
降
る
中
で
の
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

　
巫
女
（
み
こ
）
さ
ん

の
「
火
事
だ
！
」
と
い
う

掛
け
声
で
消
火
活
動
を
開

始
。
宮
司
さ
ん
も
一
緒
に

な
っ
て
ホ
ー
ス
で
放
水
す

る
姿
は
、
新
米
消
防
団
員

の
私
に
と
っ
て
、
見
た
こ

と
の
な
い
姿
で
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
巫
女
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
実
施
し
た
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
は
、
水
の
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
い
か
に
迅
速
に
火

元
へ
送
れ
る
か
と
い
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が

見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。そ
の
後
、

大
駐
車
場
か
ら
社
殿
へ
向
け

て
の
放
水
訓
練
を
実
施
し
た

り
、
は
し
ご
車
が
出
動
し
た

り
し
ま
し
た
。

　
市
に
と
っ
て
も
大
切
な
文

化
財
で
あ
る
宗
像
大
社
。
こ

の
建
物
を
守
る
た
め
に
は
多

く
の
力
が
一
つ

に
な
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
日

ご
ろ
か
ら
こ
の

よ
う
な
訓
練
を

実
施
し
て
お
か

な
け
れ
ば
と
身

を
持
っ
て
感
じ

ま
し
た
。

　
災
害
は
、
私

た
ち
に
予
告
を

し
て
は
く
れ
ま

せ
ん
。
日
常

生
活
を
送
る
中

で
、「
も
し
も
」
の
意
識
を

持
っ
て
お
く
こ
と
を
忘
れ
ず

に
い
た
い
も
の
で
す
。

（
市
女
性
消
防
団
員

広
報
班
・
中
村
幸
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

�

　
☎
（
36
）
５
０
５
０社殿へ向けての放水訓練

文
化
財
を
守
る
た
め

宮
司
さ
ん
や
巫
女
さ
ん
と

一
緒
に
訓
練
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の
で
、
ユ
リ
ッ
ク
ス
の
ア
ク

ア
ド
ー
ム
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
も
う
20
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
友
達
も
増
え
、
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
体
脂

肪
率
も
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
維

持
し
て
い
ま
す
」。
安
東
さ

ん
が
「
私
は
、
運
動
な
ど
は

何
も
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

き
な
声
で
笑
う
こ
と
が
好
き

で
す
」
と
話
す
と
、
ら
く
朝

さ
ん
も
感
嘆
。「
楽
し
く
や

る
、
笑
う
っ
て
や
っ
ぱ
り
大

事
な
ん
で
す
よ
。
笑
う
と
血

圧
と
血
糖
が
下
が
り
、
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
こ
と
に
な

行　政

　

市
で
は
、
医
師
で
落
語
家
の
立
川
ら
く
朝
さ
ん
を
招

き
、「
ド
ク
タ
ー
ら
く
朝
の
一
笑
（
い
っ
し
ょ
う
）
健
康
」

と
題
し
て
健
康
・
医
療
講
演
会
を
１
月
22
日
、
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
で
開
催
。
診
察
時
で
の
出
来
事
や
最
新
の
医

学
情
報
を
テ
ー
マ
に
し
た
落
語
で
、
日
常
生
活
で
役
に

立
つ
健
康
づ
く
り
や
、
具
体
的
な
健
康
・
医
療
に
関
す

る
取
り
組
み
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

国
保
医
療
課　

☎
（
36
）
１
３
６
３

健康づくりをテーマとしたパネルディスカッションの様子

軽妙な落語で会場を沸かせる
立川らく朝さん

笑
え
て
役
立
つ
健
康
法

立
川
ら
く
朝
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
た

た
て
か
わ

◆ 

市
健
康
・
医
療
講
演
会 

◆

国保財政国保財政のの
現現状状とと未未来来
国保財政の
現状と未来

第   

回
11

　
第
１
部
は
、
ら
く
朝
さ
ん

の
「
ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
＆
健

康
落
語
」。お
囃
子（
は
や
し
）

に
乗
っ
て
ら
く
朝
さ
ん
が
登

場
す
る
と
、
詰
め
か
け
た
６

０
０
人
の
来
場
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　「
今
日
は
、
遠
い
所
か
ら

も
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
が
う
れ
し
い
で

す
ね
。
で
も
、
一
番
遠
く
か

ら
来
て
い
る
の
は
私
で
す
」。

「
医
者
を
や
り
な
が
ら
落
語

家
も
や
っ
て
い
る
不
届
き
者

で
す
が
、
診
察
し
な
が
ら
落

語
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
よ
」
と
話
す
と
会
場

は
爆
笑
の
渦
に
。「
み
な
さ

ん
に
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、

体
に
一
番
い
い
こ
と
は
何
で

す
か
と
い
う
こ
と
。
ド
リ
ン

ク
で
も
な
い
サ
プ
リ
で
も
な

い
。
体
に
一
番
い
い
こ
と
は

『
笑
う
こ
と
』
な
ん
で
す
」。

　「
笑
う
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ

ラ
ー
細
胞
が
増
え
、
病
気
を

促
す
細
胞
を
抑
制
す
る
の

で
、
た
だ
で
病
気
の
予
防
を

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
笑
う

こ
と
に
お
金
は
い
り
ま
せ

ん
。
今
日
も
入
場
料
た
だ
で

し
ょ
う
。
あ
り
が
た
い
で
す

ね
〜
」
と
軽
妙
な
ト
ー
ク
で

会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

「
笑
う
と
血
圧
が
下
が
る
ん

で
す
よ
。
ス
ト
レ
ス
も
解
消

さ
れ
ま
す
。
最
近
は
血
圧
が

高
い
人
も
多
い
。
会
場
の
中

に
も
い
る
で
し
ょ
う
、
血
圧

が
高
い
人
。
あ
っ
、
手
は
挙

げ
な
く
て
も
い
い
で
す
よ
」。

　
そ
の
他
に
も
、「
振
り
込

め
詐
欺
の
電
話
を
楽
し
む
老

人
」
や
「
ボ
ケ
防
止
を
目
的

と
し
た
老
人
会
の
合
コ
ン
」

な
ど
の
話
で
、
会
場
か
ら
は

終
始
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

ヘ
ル
シ
ー
ト
ー
ク
と

　
健
康
落
語
で

会
場
は
大
爆
笑

　
第
２
部
は
、
ら
く
朝
さ
ん

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
宗
像
薬
剤

師
会
会
長
の
安
東
恵
津
子
さ

ん
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
坂
元
博
さ
ん
、
宮
部

武
文
副
市
長
で
す
。

　
近
年
、
増
え
続
け
て
い
る

医
療
費
に
つ
い
て
は
、「
治

療
費
に
お
金
を
か
け
る
よ

り
、
予
防
に
お
金
を
か
け
る

方
が
は
る
か
に
効
果
的
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
の

心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
の

治
療
費
と
同
じ
お
金

が
あ
れ
ば
、
何
人
も

の
予
防
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
」

と
ら
く
朝
さ
ん
。
宮

部
副
市
長
も
「
市
で

も
、
特
定
健
診
の
受

診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
促
進

を
啓
発
す
る
な
ど
、

医
療
費
の
適
正
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
の
話

で
は
、
坂
元
さ
ん
が

「
55
歳
く
ら
い
の
時

に
体
重
が
70
キ
ロ
を

超
え
そ
う
に
な
っ
た

笑
う
こ
と
は

病
気
を
予
防
し

医
療
費
削
減
に
も

り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
人
の
死
亡
要
因
の
ト
ッ

プ
３
で
、
動
脈
硬
化
か
ら
起

こ
る
病
気
、
が
ん
、
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
を
予
防
す
る
こ

と
に
な
る
ん
で
す
。
宮
部
副

市
長
、
市
役
所
の
中
で
は
笑

い
が
あ
り
ま
す
か
？
（
笑
）」

と
話
す
と
、
会
場
か
ら
笑
い

声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
安
東
さ
ん
は

「
薬
局
で
は
、
健
康
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
健
診
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
、
医
療
費

を
安
く
す
る
た
め
の
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
」。
坂
元
さ
ん
は
「
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
絆
と
し
て
老
老
介
護

や
独
居
老
人
の
問
題
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」。
宮

部
副
市
長
は「
宗
像
の
地
は
、

江
戸
時
代
か
ら
医
療
の
互
助

組
合
が
組
織
さ
れ
た
場
所
で

す
。
積
み
立
て
た
米
や
お
金

を
医
師
へ
の
報
酬
に
充
て
る

制
度「
定
礼（
じ
ょ
う
れ
い
）」

が
、
国
民
健
康
保
険
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
住
民
同
士
の
思

い
や
り
が
深
い
地
域
だ
と
思

い
ま
す
」
と
来
場
者
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

　「
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
体
を
動
か
す
こ

と
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
、

そ
し
て
も
う
一
つ
、
笑
う
こ

と
が
健
康
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な

さ
ん
に
一
番
い
い
の
が
『
ら

く
朝
の
落
語
』
で
す
（
笑
）」

と
最
後
ま
で
、
笑
い
で
包
ま

れ
た
健
康
・
医
療
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
会
場
ロ
ビ
ー
で

は
、「
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
」
と
し
て
医
療
費
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る

ク
イ
ズ
や
、
障
害
者
福
祉
施

設
で
製
造
し
た
食
品
や
工
芸

品
な
ど
を
障
が
い
者
が
自
ら

販
売
す
る
「
ま
ご
こ
ろ
市
」

も
開
催
。
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
光
嶋
博
江
（
ひ

ろ
ゆ
き
）
さ
ん
（
70
歳
代
・

赤
間
）
と
政
子
さ
ん
（
60
歳

代
）
夫
妻
は
「
健
康
づ
く
り

に
関
心
が
あ
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。
ら
く
朝
さ
ん
は
し
ゃ

べ
り
が
上
手
で
、
医
者
な
の

で
話
に
信
ぴ
ょ
う
性
も
あ
り

ま
す
。医
者
か
ら
勧
め
ら
れ
、

最
近
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
抵
抗
な
く
使
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
来
場
者
か

ら
「
落
語
で
楽
し
く
健
康
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
今
後
も
続
け
て
使
い
た

い
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
、

体
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
慎
重
に
使
う
べ
き
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
多
く
の

み
な
さ
ん
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
わ
り
】

＊
国
保
財
政
の
現
状
と
未
来

の
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
が
最

終
回
で
す
。
今
後
、
宗
像

市
国
保
の
制
度
改
正
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
随
時
、

市
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

　市では、本年度の防災対策の１つとして設置した、沿岸
部防災用屋外スピーカーの試験放送を実施します。理解と
協力をお願いします。

試験実施日 ３月26日（火）

時 　 　 間

▽岬＝10:00〜

▽神湊＝11:00〜

▽地島＝13:00〜

▽玄海＝14:00〜

▽大島＝15:00〜

▽全地域＝16:00〜

　また、玄海・大島地区の12:00のサイレン吹鳴が４月か
ら変わります。沿岸部防災用屋外スピーカー設置に伴い、
サイレンの代わりに防災スピーカーで音楽を流します。

■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

沿岸部防災用
屋外スピーカーの
試験放送を実施します

医療費やジェネリック医薬品に
関するクイズに挑戦する参加者
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な
い
と
き
は
魚
や
肉
の
く
ん

製
な
ど
、
保
存
食
で
我
慢
す

る
こ
と
も
あ
る
と
教
え
て
く

れ
た
。

「
は
い
」
と
言
う
と
、
す
ぐ

さ
ま
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
の
家
に

招
待
さ
れ
、
食
事
を
ご
ち
そ

う
し
て
く
れ
た
。
炉
（
ろ
）

に
か
け
ら
れ
た
甕
（
か
め
）

に
は
、
ヒ
エ
や
ア
ワ
な
ど
の

雑
穀
と
米
を
煮
た
お
か
ゆ
が

湯
気
を
立
て
て
い
た
。
木
製

の
ス
プ
ー
ン
で
一
口
食
べ
る

と
、
味
は
薄
い
け
れ
ど
自
然

な
甘
み
が
し
て
と
て
も
お
い

し
い
。

　
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
は
「
こ
の

時
代
の
主
食
は
雑
穀
入
り
の

お
か
ゆ
だ
が
、
村
の
祭
り
の

時
に
は
米
を
蒸
し
て
食
べ
る

ん
だ
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
。

ぼ
く
は
、
祝
い
の
時
に
食
べ

る
お
こ
わ
や
赤
飯
と
同
じ
よ

う
だ
な
と
思
っ
た
。

　
お
か
ず
は
川
魚
や
イ
ノ
シ

シ
の
肉
を
焼
い
た
も
の
の

他
、
こ
こ
は
海
が
近
い
の
で

ク
ロ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、
サ
ザ

エ
や
ア
サ
リ
な
ど
も
手
に
入

る
が
、
冬
場
の
食
べ
物
の
少

　海の道むなかた館では、西谷正館長による
講座を、毎月１回開催します。
　今から1,700年ほど前、大陸と交流してい
た邪馬台国。中国「魏（ぎ）の都」の洛陽（ら
くよう）から出発し、三国志・魏志倭人伝に
記された国々をたどりながら、邪馬台国まで
の道を、考古学的成果を踏まえて分かりやす
く解説します。受講無料。
●日程・内容　下表のとおり
●時間　いずれも13：30〜15：30
●場所　海の道むなかた館・講義室
●定員　各回先着30人
■申込方法
　各回日程の１週間前までに、同館へ次のいずれかの方法で申し込む
▽☎（62）２６００
▽①住所②氏名③電話番号を明記して、ハガキ（〒811-3504／深田588）
▽ FAX（62）２６０１
▽メール kyoudobunka@city.munakata.fukuoka.jp

学びの里

第24回

　
前
回
に
引
き
続
き
、
平
成
20
年
に
発
掘
さ
れ
、
現
在
歴
史
公
園
と
し
て
の
整

備
が
進
む
田
熊
石
畑
遺
跡
の
近
く
に
住
む
、
架
空
の
小
学
６
年
生
カ
イ
ト
く
ん

が
、
弥
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
設
定
で
物
語
風
に
紹
介
し
ま
す
。

【
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
】

　

田
熊
石
畑
遺
跡
の
近
く
に
住
む
小
学
６
年
生
の
カ
イ
ト
く
ん
は
、
バ
ッ
タ

を
追
い
か
け
て
遺
跡
の
中
へ
迷
い
込
み
２
２
０
０
年
前
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

そ
こ
で
、
親
切
な
話
好
き
の
弥
生
人
、
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
と
知
り
合
い
、
村
の

案
内
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
は
ま
ず
、
村
の

重
要
な
施
設
で
あ
る
川
沿
い
の
船
着
場
へ
カ
イ
ト
く
ん
を
案
内
し
ま
し
た
。

弥
生
の
田
熊
石
畑
遺
跡
へ

Ｇ
ｏ
！
後
編

い
し
は
た
け

回 日　　程 内　　　　容
１  ４月14日（日） 邪馬台国登場〜魏志倭人伝の世界〜
２  ５月12日（日） 魏の洛陽城と帯方（たいほう）郡
３  ６月 ９日（日） 韓国と狗邪（くや）韓国
４  ７月14日（日） 対馬国
５  ８月11日（日） 一支（いき）国
６  ９月 ８日（日） 末盧（まつら）国
７ 10月13日（日） 伊都（いと）国
８ 11月 ３日（日・祝） 奴（な）国
９ 12月 ８日（日） 不弥（ふみ）国

10
平成26年
 １月12日（日） 投馬（とうま）国

11  ２月 ９日（日） 邪馬台国〜九州説〜
12  ３月 ９日（日） 邪馬台国〜近畿説〜

番外編  ３月21日（金・祝） 倭の国々〜狗奴（くな）国、侏儒（しゅじゅ）国、宗像国〜

そのとき宗像は!?そのとき宗像は
「邪馬台国はどこか」

古代史上最高のミステリー

松
本
川
が
弥
生
の

船
着
場
？
　
　
　

　
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
が
指
さ
す

川
が
、
ぼ
く
の
知
っ
て
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
固
め
ら
れ

た
松
本
川
の
昔
の
姿
だ
な
ん

て
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
川

岸
の
小
さ
な
入
り
江
に
は
数

隻
の
丸
木
舟
が
着
い
た
ば
か

り
の
よ
う
で
、
積
み
荷
を
下

ろ
す
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。
荷
物
は
釣
川
の
支
流

沿
い
で
収
穫
さ
れ
た
米
や
ク

リ
な
ど
の
木
の
実
で
、
す
ぐ

そ
ば
に
あ
る
深
い
溝
と
柵
で

か
こ
ま
れ
た
施
設
の
中
へ
運

ば
れ
て
い
っ
た
。

　
佐
賀
の
吉
野
ケ
里
遺
跡
で

見
た
こ
と
が
あ
る
集
落
を
守

る
環
濠
（
か
ん
ご
う
）
み
た

い
だ
。
で
も
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん

は
、
こ
の
中
に
は
い
く
つ
も

の
地
下
倉
庫
（
貯
蔵
穴
・

ち
ょ
ぞ
う
け
つ
）
が
造
ら
れ

て
い
て
、
村
の
大
事
な
食
料

を
守
る
た
め
の
施
設
で
人
は

住
ん
で
い
な
い
と
教
え
て
く

れ
た
。

弥
生
人
の
ご
ち
そ
う

　
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
か
ら
「
お

な
か
が
す
い
て
い
な
い
か
」

と
聞
か
れ
、
ぼ
く
は
素
直
に

村
長
に
会
う

　
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
の
紹
介

で
、
こ
の
村
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
村
長
（
む
ら
お
さ
）
に

会
う
こ
と
が
で
き
た
。
村
長

は
、
上
品
な
顔
立
ち
の
お
じ

い
さ
ん
で
、
最
近
の
村
の
様

子
を
話
し
て
く
れ
た
。
宗
像

の
地
は
、
西
側
の
奴
国
（
な

こ
く
・
福
岡
市
近
辺
）
と
い

う
大
き
な
国
の
勢
力
圏
に
接

し
て
い
る
け
れ
ど
、
お
互
い

あ
ま
り
仲
が
良
く
な
い
ら
し

い
。
村
長
は
、
奴
国
で
は
死

者
は
「
甕
棺
（
か
め
か
ん
）」

と
い
う
大
き
な
甕
の
棺
（
ひ

つ
ぎ
）
に
納
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
地
よ
り
東
の
地
域
で
は

「
木
棺
（
も
っ
か
ん
）」
が
身

分
の
高
い
人
の
棺
で
、
奴
国

の
甕
棺
な
ん
て
、
こ
の
地
に

持
ち
込
ま
せ
は
し
な
い
と

怒
っ
て
い
た
。

　
村
長
は
最
後
に
、
ピ
カ
ピ

カ
と
金
色
に
光
る
青
銅
の
剣

を
見
せ
、「
昔
の
戦
で
残
念

な
が
ら
根
元
が
欠
け
て
し

ま
っ
た
が
、
私

が
死
ん
だ
ら
一

緒
に
墓
に
入
れ

る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」
と

言
っ
た
。
ク
マ

ヒ
コ
さ
ん
は
、

こ
の
剣
は
北
部

九
州
の
村
の
、

限
ら
れ
た
有
力

者
だ
け
が
所
有

し
て
い
る
が
、

こ
の
村
で
は
独

自
の
ル
ー
ト
で

何
十
本
と
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
誇
ら
し
げ

に
話
し
た
。別

　
　
れ

　
日
が
暮
れ
は
じ
め
、
そ
ろ

そ
ろ
こ
の
世
界
と
の
別
れ
が

迫
っ
て
い
る
み
た
い
だ
。
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
道
案
内
を

し
た
バ
ッ
タ
が
草
む
ら
で

待
っ
て
い
る
。
名
残
惜
し
い

け
れ
ど
、
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
に

何
度
も
お
礼
を
言
っ
て
バ
ッ

タ
の
後
を
追
っ
た
。

　
時
空
を
超
え
る
瞬
間
、
後

ろ
を
振
り
返
る
と
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
よ
う
に
大
き
く
手

を
振
る
ク
マ
ヒ
コ
さ
ん
は
、

笑
っ
て
い
る
よ
う
に
も
、
泣

い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

た
。

　
　
　
　
　【
お
わ
り
】

（
文
化
財
職
員
・
白
木
英
敏
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

　
☎
（
62
）
２
６
０
０
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【
11
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

❶吉武すくすくサロン（吉武コミセン）

❷あかまなかよしサロン（赤間コミセン）

❸子育てサロン「やんちゃぱーく」
　（赤間コミセン、ふれあい公園　＊雨天時はキッズルーム）

❹ぬくもりっこ（赤間西コミセン）

❺子育てサロン「どんぐり」＊旧須恵子育てサロン（河東コミセン）

❻河東中学校子育てサロン「かすたねっと♪」（河東中学校・学習室）

❼河東西小子育てサロン（同小学校体育館２階・和室）

❽子育て自由ヶ丘サロン（自由ヶ丘コミセン）

❾子育てサロン自由ヶ丘南（自由ヶ丘中学校）

�子育てサロン「あひるクラブ」（東郷コミセン）

�日の里子育てサロン（日の里中学校管理棟１階・地域連携室）

�おいでおいでサロン（日の里西小学校２階・和室）

�日の里東小子育てサロン（同小学校・和室）

�池野子育てサロン「めだかっ子」（池野コミセン・多目的ホール）

�岬子育てサロン「ニコニコくらぶ」（岬コミセン）

�玄海子育てサロン「玄きっこ」（玄海コミセン）

�まりんらんど（大島コミセン）

�地島サロン（漁業センター）

～子育てサロンを紹介します～
　子育てサロンは、乳幼児と保護者が一緒に利用でき、保護者同士の情報交換や遊び

を通した子ども同士の交流の場です。誰でも好きな時間に自由に参加できます。

　市内には、18の子育てサロンがあり、各地区のコミュニティ・センターや学校の空

き教室などで開催されています。運営は、地域のボランティアが実施しています。開

催日時など、詳しくは広報紙の毎月１日号でお知らせしています。

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）１２１４

親子で行こう！ 楽しい交流の場

ふれあいの森公園海の道むなかた館

宗像大社

旧中央公民館

大島 地島

岡垣町
遠賀郡

福津市

宗
像
市
営
地
島
渡
船

うみんぐ大島

グローバル
アリーナ

福岡教育大

メイトム宗像

宗像ユリックス

東海大福岡短大

12

4

旧
5
旧

6

7

3

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17
18

＊この地図は平成24年５月に作成した
ものです。同５月以降に新しく造られ
た道路や小さな道路などが反映され
ていない場合がありますのでご了承く
ださい
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【
10
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

開催日時　第４金曜日10:00～12:00
　　　　　＊９月、12月は第２金曜日

1 吉武すくすくサロン

連絡先 吉武地区コミュニティ運営協議会　☎（32）5904

　子育て中の母親が、安心して

過ごし、楽しく交流する場をつ

くっています。人形劇や読み聞

かせなど、文化的な催しも取り

入れています。

開催日時　奇数月第１金曜日10:00～12:00
　　　　　＊５月、１月は第２金曜日

開催日時　第２金曜日10:00～12:00
　　　　　＊10月はバスハイク

開催日時　学校の日10:00～14:00
　　　　　＊４月、８月は休み。12月以降は未定

開催日時　第３水曜日10:00～12:00
　　　　　＊８月は休み

開催日時　第３火曜日10:00～14:00
　　　　　＊８月、10月は休み

開催日時　学校の日10:00～14:00
　　　　　＊４月、８月、１月は休み

3 子育てサロン「やんちゃぱーく」

連絡先 ＮＰＯ法人保育サービス・エンゼル　☎090（6294）8005

　みんなで、子ども

と一緒にのんびり

外遊びを楽しんで

います。五感を使っ

て、自らの発見や喜

びを味わい、探究心

を育てる外遊びで、のびのび子育てしましょう。

開催日時　第１火曜日10:30～12:00

5 子育てサロン「どんぐり」
（旧須恵子育てサロン）

連絡先 河東地区コミュニティ運営協議会　☎（35）1837

　０歳～未就園児と保護者が、ゆっく

りくつろいでもらえるところです。お

しゃべりしながらお母さん同士の交流

の場にしてください。

開催日時　第３木曜日10:00～14:00
　　　　　＊８月、１月は休み

2 あかまなかよしサロン

連絡先 赤間地区コミュニティ運営協議会　☎（39）7051

　親子が共に自

由な雰囲気の中

で、新しい友達づ

くりや情報交換を

します。

開催日時　第３木曜日10:00～12:00
　　　　　＊３月は休み

9 子育てサロン自由ヶ丘南

連絡先 牟田貴美子　☎（33）8520

7 河東西小子育てサロン

連絡先 河東地区コミュニティ運営協議会　☎（35）1837

　親子の交流、遊びを通し

て子ども同士、親同士の交

流、情報交換をしています。

遊びに来てみませんか。

8 子育て自由ヶ丘サロン

連絡先 自由ヶ丘地区コミュニティ運営協議会　☎（35）3250

　子どもたちの育

ち合いの場として、

保護者の交流の場

として、気軽に参加

してください。

開催日時　第３木曜日10:00～15:00

4 ぬくもりっこ

連絡先 赤間西地区コミュニティ運営協議会　☎（38）9506

　生後３カ月から３歳ま

での子どもと保護者の

みなさんが、楽しく過ご

せるサロンです。気軽に

参加してください。

6 河東中学校子育てサロン
「かすたねっと♪」

連絡先 河東地区コミュニティ運営協議会　☎（35）1837

　親子で遊んだり、話をし

たりして過ごす場所です。

中学３年生が、家庭科の授

業で子どもたちと一緒に

遊び、触れ合っています。

11 日の里子育てサロン

連絡先 日の里子育てサロン実行委員会（棚橋）
☎090（1348）9420

　遊びを通して、子ども同士や親

同士が交流する場です。子育て情

報の提供やわらべ歌、絵本の読み

聞かせ、季節の行事、年４回程度中

学生との触れ合い交流があります。

15 岬子育てサロン「ニコニコくらぶ」

連絡先 岬地区コミュニティ運営協議会　☎（62）2656

　親子の交流、友達づ

くりの場として気軽に

遊びに来てください。

読み聞かせや各種イベ

ントにも参加してくだ

さい。

13 日の里東小子育てサロン

連絡先 野田美子　☎090（3415）8096

　パパ・ママ・妊婦さん、子育

ての楽しさや悩みなど、コー

ヒーを飲みながらおしゃべ

りしましょう。わらべ歌、絵本

の読み聞かせ、本の貸し出し

もしています。

開催日時　学校の日10:00～14:00
　　　　　＊４月、８月、１月は休み

14 池野子育てサロン「めだかっ子」

連絡先 池野地区コミュニティ運営協議会　☎（62）2003

　自由な雰囲気の

中での、親子の交流

や友達づくりの場で

す。絵本、紙芝居など

の読み聞かせ、秋に

は大好評のイモ掘り

を開催しています。

開催日時　第４木曜日10:00～12:00

10 子育てサロン「あひるクラブ」

連絡先 東郷地区コミュニティ運営協議会　☎（36）7711

　０歳から就園児

までの遊びの場、

お母さんたちの情

報交換の場で、誰

でも自由に参加で

きます。紙芝居、絵

本の読み聞かせ、英語の歌遊びなどを実施しています。

開催日時　第３火曜日10:00～12:00

12 おいでおいでサロン

連絡先 池淵恵　☎（36）7654

　ゆっくりお茶を飲みな

がら話しましょう。絵本の

読み聞かせや手遊びな

ど、みんなで交流を楽し

んでいます。

17 まりんらんど

連絡先 丸井直子　☎090（9599）6282

　親子で楽しく交流

しています。いろい

ろなイベントを実施

していますので、ぜ

ひ、遊びに来てくだ

さい。

開催日時　不定期

16 玄海子育てサロン「玄きっこ」

連絡先 玄海地区コミュニティ
運営協議会
☎（62）1642

　０歳～就園前の子どもと保護者

が、地域の隔てなく参加できます。

毎月、季節に合わせた内容を実施し

ていますので、ぜひ、参加してくだ

さい。

開催日時　第２木曜日10:00～12:00

18 地島サロン

連絡先 前田有香　☎（62）1260

　開催は不定期ですが、

自然の中でみんなで楽し

みながら交流をしていま

す。地島にも遊びに来てく

ださい。

開催日時　不定期

、８月はは休み。12月以降は未定は休み。12月以降は

開催日時　第３水曜日10:00～15:10
　　　　　＊８月、12月、３月は休み

　親子の交流、友達づ

くりの場、子育て中のマ

マの居場所として気軽

に参加してください。

コーヒータイムもあり

ます。

曜日10:00～15:00
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こんなに充実しました
【文庫・新書コーナーを新設】
　徒歩や自転車、バスなどで来館することが多い須恵分館。「本を借りたくても重いから…」
という声をよく聞くので、軽い本も集めました。

【館内利用できる携帯型拡大読書器】
　「文字が小さくて読みにくい」と思っている人にぴったりの
拡大読書器を館内で貸し出します。

【個人閲覧席（キャレルデスク）を設置】
　静かに本を読んだり、調べものをしたりするときに利用し
てください。

【蔵書数が約３万冊（オープン時）】
　大人向き１万8,000冊、子ども向き１万1,400冊、雑誌600
冊の総計３万冊になりました。

休・開館日が変わります
【月曜日が祝日でも休館になります】
　通常、図書館は月曜日が休館ですが、月曜日が祝日の場合
は開館し、翌火曜日が休館となります。
　須恵分館は河東コミセンと同様に、月曜日が祝日の場合でも休館し、翌火曜日が開館となります。
＊３月17日（日）までは、現在の仮施設が利用できます。３月19日（火）から同31日（日）までは、移転作業のため
休館します。４月１日（月）は休館です

知って得する図書館の達人
　図書館をよく利用する人でも意外と知らない「便利な使い方」があります。
●市民図書館ＨＰhttp://munakata.milib.jp/から本や雑誌の予約ができます（要事前パスワード登録）
＊貸出中だけでなく、図書館の棚に並んでいる状態の本や雑誌も予約可
●予約本の受け取り館を、宗像ユリックス図書館、須恵分館、深田分館（海の道むなかた館）、メイトムえほん
のへや、自由ヶ丘コミセン、赤間コミセン、大島の中から選べます
●予約本の連絡を、メールで受け取ることができます（要事前メールアドレス登録）
＊パスワード、メールアドレス登録方法など詳しくは問い合わせを

と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
人
と
の
関
係
が
全
て
う

ま
く
い
く
よ
う
に
、
調
整
を

し
な
が
ら
解
決
に
向
か
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　【
市
の
救
済
制
度
】

　
市
で
は
、
子
ど
も
の
権
利

侵
害
に
対
応
す
る
た
め
、「
子

ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
」や「
子

ど
も
の
権
利
救
済
委
員
」
を

設
置
し
ま
す
。

①
子
ど
も

　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
、
子
ど
も
の
権

利
相
談
員
を
配
置
し
、
子
ど

も
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

広
報
紙
４
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

子ども本人・関係者

子どもの権利の救済・回復

擁護・救済の
申し立て

審　議

相　談

調　査

勧告・要請

公表

調整活動

助
言
・
支
援

内
容
に
よ
っ
て　

▽
他
機
関
を
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

▽
情
報
提
供

学びの里

②
解
決
の
た
め
の

　
　

プ
ロ
セ
ス
が
重
要

　
多
く
の
場
合
、子
ど
も
は
、

権
利
侵
害
を
受
け
た
関
係
や

場
所
の
中
に
戻
っ
て
生
活
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、一
方
を
被
害
者
、

一
方
を
加
害
者
と
し
て
白
黒

を
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、

そ
の
後
の
関
係
修
復
の
支
障

で
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
関
係
を
壊
し
た
く
な
い

と
い
う
思
い
な
ど
で
、
誰
に

も
言
え
ず
我
慢
を
し
て
し
ま

う
た
め
、
周
り
の
人
が
気
付

き
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
し
つ
け
や
指
導
の

つ
も
り
で
し
て
い
る
こ
と

が
、
実
は
権
利
侵
害
で
あ
る

と
気
が
付
い
て
い
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

子どもに
やさしいまち

むなかた
第10回

子
ど
も
の
権
利
回
復

　

今
回
は
、
子
ど
も
を
権
利
侵
害
さ

れ
て
い
る
状
況
か
ら
救
い
、
権
利
の

回
復
を
図
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
の
か
を

紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
育
成
課

　
　
　
　

☎
（
36
）
１
２
１
４

　【
子
ど
も
の

　
　
　
権
利
侵
害
の
特
徴
】

①
権
利
侵
害
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
が
付
き

に
く
い

　
権
利
侵
害
は
、
保
護
者
、

教
師
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
ら
、

本
来
子
ど
も
が
安
心
し
て
生

活
し
、
成
長
・
発
達
す
る
た

め
に
必
要
な
人
間
関
係
の
中

②
子
ど
も
の
権
利

　
　
　
　
　

救
済
委
員

　
第
三
者
独
立
機
関
と
し

て
、
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重

し
た
権
利
救
済
や
回
復
活
動

を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
権
利
相
談
員
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
や
家

族
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
、

必
要
な
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
や
関
係

者
と
調
整
を
し
な
が
ら
問
題

を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
勧

　お待たせしました。新しくなった須恵分館を一足早く紹介します。

■問い合わせ先
　図書課市民図書館係
　　　　　　☎（37）１３２１

告
や
要
請
、
公
表
を
実
施
す

る
権
限
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
救
済
は
、
子
ど
も
が
最
善

の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
解
決
に
向
け
て
子

ど
も
本
人
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
救
済
委
員

は
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、

子
ど
も
が
自
分
自
身
の
力

で
、
問
題
や
課
題
を
解
決
し

て
い
く
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

新・須恵分館新・須恵分館
４月２日（火）いよいよオープン！４月２日（火）いよいよオープン！

【救済制度の流れ】

携帯型
拡大読書器は
拡大する倍率も
選べます
（イメージ）

個人閲覧席（キャレルデスク）で
ゆったり本を読めます
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自
分
た
ち
の
手
で

  

「
ふ
る
さ
と
の
財
産
」を
守
る
ん
だ

第5回

ゆ

う

玄

学

海

園

は

ま

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、み
な
さ
ん
に
「
さ

つ
き
松
原
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

参
加
団
体
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
玄
海
は
ま
ゆ
う
学
園
は
障

が
い
者
支
援
施
設
で
、
主
に

知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
活
動
と
生
活
の
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
学
園
生
は
、
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
足
す
る
前

か
ら
、
さ
つ
き
松
原
保
全
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
松
原
内
で
伸
び
伸

び
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

除
草
作
業
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。

　
学
園
生
は
、
一
人
一
人
が

手
作
業
で
除
草
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
日

で
作
業
で
き
る
量
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
他
の
団
体
の

み
な
さ
ん
よ
り
も
活
動
回
数

を
増
や
す
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
さ
つ
き
松
原
の
保
全
の

一
躍
を
担
っ
て
い
ま
す
。
同

「さつき松原を守りたい」と心を込めて
一つ一つ丁寧に除草作業をしている学園生たち

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源

化
・
減
量
化
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
で
資
源
物
を
回
収

し
て
い
る
子
ど
も
会
、
自
治

　
進
学
や
就
職
、
引
っ
越
し

の
多
い
３
〜
４
月
は
ご
み
の

多
い
時
期
で
す
。

　
出
す
ご
み
の
量
が
多
い
と

き
は
、「
こ
れ
ぐ
ら
い
良
い

だ
ろ
う
」
と
燃
や
す
ご
み
に

出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
ご
み
の
多
い
と
き
こ
そ

分
別
が
大
切
で
す
。

　
も
う
一
度
、
家
庭
で
「
ご

み
の
出
し
方
」
を
確
認
し
、

雑
誌
や
新
聞
紙
、
び
ん
や
缶

な
ど
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
る
も
の
は
、
燃
や
す
ご
み

で
は
な
く
資
源
物
と
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
を
し
っ
か
り
分
別
す

れ
ば
燃
や
す
ご
み
の
量
も
減

会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
公
共
的
団
体
に
対
し
、
資

源
物
の
回
収
量
に
応
じ
た
奨

励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
奨
励
金
の

対
象
と
な
る

資
源
物
は
①

古
紙
類
（
新

聞
紙
、
雑

誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
）
②

古
布
③
び
ん

で
す
。

　
奨
励
金
の

支
給
を
受
け

る
に
は
団
体

の
登
録
が
必

要
で
す
（
年

り
、
結
果
と
し
て
家
計
に
も

環
境
に
も
や
さ
し
く
な
り
ま

す
。分

別
ご
み
の
出
し
方

　
市
で
は
、
18
種
類
の
分
別

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
の
分
別
収
集
で
出
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
、
地
域
の

度
途
中
で
の
登
録
も
可
）。

各
団
体
で
収
集
場
所
と
日

時
、
回
収
業
者
を
決
定
し
、

「
団
体
登
録
申
請
書
」
を
市

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登

資
源
集
団
回
収
で
出
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
資
源
集
団
回
収

が
な
い
地
区
は
、
北
側
と
西

側
資
源
物
受
入
施
設
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
分
別
収
集
の
日
時

は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。「
家
庭
ご
み
の
出
し

方
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
公
共
的
施
設

な
ど
に
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
紙
パ
ッ

【奨励金の額】

奨励金の額

前期（４～９月）か
後期（10～翌３月）を
単位としての回収活動回数

２回以下の場合 ３回以上の場合
古紙類 ５円／㎏ ６円／㎏
古布 ５円／㎏ ６円／㎏
びん ３円／本 ３円／本

録
後
、
回
収
業
者
が
発
行
す

る
「
買
取
証
明
書
」
な
ど
を

保
管
し
、
半
年
ご
と
に
同
証

明
書
な
ど
を
添
付
し
、
市
に

奨
励
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

　
平
成
24
年
度
前
期
は
、
１

１
７
団
体
に
約
７
７
０
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
支
給

さ
れ
た
奨
励
金
は
、
各
団
体

の
活
動
費
用
と
な
り
ま
す
。

地
域
で
の
集
団
回
収
に
資
源

物
を
出
す
こ
と
で
地
域
活
動

に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

☎
（
36
）
１
４
２
１

ク
な
ど
の
資
源
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

紙
パ
ッ
ク
や
白
色
ト
レ
イ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
大
切
な
資

源
で
す
。
き
ち
ん
と
分
別
し

ま
し
ょ
う
。

地
域
の
分
別
収
集
で　
　

出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

▽
缶
（
ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー

ル
）
▽
金
物
▽
無
色
透
明
び

ん
▽
茶
色
び
ん
▽
そ
の
他
の

色
び
ん
▽
ガ
ラ
ス
▽
陶
磁
器

▽
蛍
光
管
、
電
球
▽
乾
電
池

▽
紙
パ
ッ
ク
▽
白
色
ト
レ
イ

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
▽
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
▽
使
用

済
み
て
ん
ぷ
ら
油

資源の集団回収を
始めませんか

地
域
の
資
源
集
団
回
収
で

出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

▽
新
聞
紙
▽
雑
誌
▽
ダ
ン

ボ
ー
ル
▽
古
布
▽
び
ん

＊
地
域
に
よ
っ
て
回
収
し
て

い
な
い
も
の
も
あ
り

　
詳
し
く
は
、
市
広
報
紙
３

月
１
日
号
と
一
緒
に
配
布
し

て
い
る
「
家
庭
ご
み
の
出
し

方
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
や
各

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
は
、
生
活
環
境

課
へ
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

☎
（
36
）
１
４
２
１

cookie

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

ご
み
を
出
そ
う

　宗像子育てネットワークこねっとが、「子
育て・教育関連用品」を「もとめている人」
と無料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　2月28日現在、次の用品を「もとめてい
る人」がいます。

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

■利用方法　①住所②氏名③電話番号④用品名を明記して、宗
像子育てネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し
込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像館内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１
▽メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊上記の「用品をゆずる人」は、☎080（4317）2524での申込可。
ただし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

●おもちゃ●浄徳寺幼稚園制服・スモック（女児120）●
チャイルドシート●おむつカバー●自転車（16～18イン
チ）●靴（女児20㎝）●洋服（女児130㎝）●東海大付属
幼稚園制服・体操服・ジャンパー（男児110～120㎝）

学
園
生
に
と
っ
て
、
さ
つ
き

松
原
内
で
の
活
動
は
リ
ハ
ビ

リ
に
な
っ
た
り
、
除
草
作
業

時
に
地
域
の
み
な
さ
ん
に
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な
っ
て
い
て
、
学
園
内

で
は
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
美
し
い
松
原
を

目
指
し
、
自
分
た
ち
の
持
て

る
精
い
っ
ぱ
い
の
力
で
活
動

に
取
り
組
み
、
他
の
団
体
の

み
な
さ
ん
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
の
財
産
・

さ
つ
き
松
原
」
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
１
３
０
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を持って

買い物に行こう
マ イバッグ

最終回

　市では、レジ袋を削減するため、市内スーパーなどの事業者や市民の
会と「市レジ袋削減懇談会」を立ち上げ、低炭素化社会、３R循環型社
会の構築を目指しています。
　マイバッグ持参をさらに推進するため、実際にマイバッグを使ってい
る人や、事業者の声を紹介します。
■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

◉トライアル宗像店・店長のノウ旭
きょくとう

東さん（写真）
　当店では、「マイバッグはお持ちですか？」とレ
ジでお客さまに声をかけています。
　レジ袋を持参されたお客さまには、エコポイン
トとしてポイントカードに３点加算しています。
その効果もあり、少しずつ、マイバッグを持参し
て買い物をするお客さまが増えてきました。
　今後も、お客さまへの声掛けとレジ袋削減を推進し、従業員一同マイ
バッグの普及に取り組んでいきたいと思います。
　また、エコポイントとは別に「年に２回のポイント10倍創業祭」は、
毎月25日と偶数月15日の「年18回のポイント10倍感謝DAY」に生ま
れ代わります。

環　境

　
市
と
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る

住
民
の
連
合
会
・
宗
像
で

は
、「
生
ご
み
堆
肥
化
講
座
」

を
開
催
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
使
用
方
法
を
紹
介

す
る
「
本
講
座
」
と
、
実
践

後
の
疑
問
な
ど
に
答
え
る

「
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
25
年
度
も
、「
本
講

座
」
を
受
講
す
る
と
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
平
成
24
年
度
に
受

講
し
た
人
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
（
平
成
25
年
度
１
世

帯
１
セ
ッ
ト
限
り
、
フ
ォ

ロ
ー
講
座
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

し
）。
数
に
限
り
あ
り
。
い

ず
れ
の
地
区
で
も
受
講
可
能

で
す
。
受
講
無
料
。
事
前
申

込
必
要
。日
程
な
ど
は
随
時
、

市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

場
合
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
で
引
き
取
り
ま
す

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

と
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中

に
基
材
を
入
れ
、
微
生
物
の

力
で
生
ご
み
を
分
解
し
、
堆

肥
化
す
る
も
の
で
す
。
1
基

で
３
～
６
カ
月
、
約
50
キ
ロ

の
生
ご
み
を
処
理
で
き
ま

す
。

●
日
程
・
時
間
・
場
所
・
申

込
先
　
下
表
の
と
お
り

●
申
込
方
法
　
各
申
込
先
へ

電
話
で
申
し
込
む

＊
各
講
座
に
定
員
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の１月まで
の清掃状況を紹介します。

【１月】▽参加人数＝34人	 ▽収 集 量＝１４６袋
【累計】▽参加人数＝８,６３８人	 ▽収 集 量＝２万２４６袋
【集合場所】
▽釣川河口両側海岸
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）
▽深浜海岸
＊活動は、毎月第４日曜日11：00から約１時間（雨天中止）

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

海岸を散歩しながらごみ拾いをしてみませんか

　
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
な
ど
の
生
業
を
営

む
上
で
や
む
を
得
ず
実
施
す

る
焼
却
、
地
域
で
実
施
す

る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
の

風
俗
慣
習
上
か
宗
教
上
の
行

事
、
た
き
火
な
ど
の
軽
い
も

の
の
み
、「
例
外
的
」
に
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
認
め
ら
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
廃
棄
物

は
混
ざ
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却

は
、
稲
わ
ら
や
枯
れ
葉
な
ど

の
自
然
の
物
に
限
ら
れ
ま

す
。

▽
近
所
に
住
宅
な
ど
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
近
所
の
迷
惑
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
焼
却
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
あ
く
ま
で
「
例
外

的
」
な
も
の
で
、
決
し
て
焼

却
処
分
を
推
奨
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
易
に
廃
棄
物
（
ご
み
）

を
焼
却
せ
ず
、
分
別
ご
み
や

燃
や
す
ご
み
と
し
て
、
決
め

ら
れ
た
日
・
場
所
に
出
す
な

ど
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
た

処
分
方
法
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に

　
最
近
、
廃
棄
物
（
ご
み
）

の
野
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情

や
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。燃
や
す
人
と
近
所
の
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
例
外
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
野
外
焼
却

で
も
、
次
の
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
延
焼
の
危
険
性
が
あ
る
の

で
風
の
強
い
日
を
避
け
る

▽
灰
や
煙
で
迷
惑
が
か
か
る

の
で
風
向
き
や
時
間
帯
を

考
え
る

▽
最
小
限
の
焼
却
に
し
、
草

木
は
よ
く
乾
か
す
な
ど
、

煙
や
臭
い
を
最
小
限
に
と

ど
め
る

▽
焼
却
の
日
時
を
事
前
に
近

所
に
連
絡
す
る
な
ど
、
近

所
の
理
解
を
得
る

　
ま
た
、
最
近
は
、
癒
や
し

や
環
境
を
意
識
し
て
、
暖
房

器
具
に
「
暖
炉
」
や｢

薪
（
ま

き
）
ス
ト
ー
ブ｣

な
ど
を
使

用
す
る
家
庭
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
適
正
に
使
用
し

て
い
る
限
り
、
廃
棄
物
（
ご

み
）
の
焼
却
と
違
っ
て
違
法

性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
煙
で

近
所
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
燃
や
す
人

と
近
所
の
人
、
お
互
い
が
快

適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
相
互
理
解
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

ちょっと
　　待っ

て！

廃
棄
物（
ご
み
）の

野
外
焼
却
は
禁
止

生ごみ
堆肥化講座

本
講
座
で

本
講
座
で

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

  

プ
レ
ゼ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

  

プ
レ
ゼ
ン
ト

平
成
24
年
度
に
も
ら
っ
た
人
に
も
！

【４月の講座】　　　　　 ＊事前申込必要。４月のフォロー講座はなし
日程 時間 場所・申込先（月曜日休み）

４月10日（水）
10:00〜11:30

東郷コミセン ☎（36）7711

４月16日（火） 自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

４月25日（木） 13:30〜15:00 日の里コミセン ☎（37）1587
（ｇ/人・日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485

479

480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度 501 504 464 495 461 434575 512

400

450

500

550

600

510

家庭の燃やすごみ量の推移
（１人１日当たりのごみ量）

古紙は貴重な資源です
　家庭から出された燃やすごみの約10％を、新
聞紙や雑誌などの古紙類が占めています。地域
の集団回収に出せば、子ども会や自治会などの
貴重な活動費となります。ひもで縛って資源と
して出しましょう。
■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１
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講座名 回数 開催時期

色彩検定３級 全７回  ４月〜 ６月

CSエクセル３級（春コース） 全８回  ５月〜 ６月

CSワード３級（春コース） 全８回  ５月〜 ６月

医療事務
（医科２級医療事務実務能力認定試験）

全16回  ９月〜11月

CSエクセル３級（秋コース） 全８回  ９月〜10月

CSワード３級（秋コース） 全８回 10月〜11月

思っているあなたをサポート！
働き始めたいと

＊CSとは、コンピュータサービス技能評価試験の略称
＊申込方法など詳しくは、市広報紙１日号やチラシでお知らせします
＊応募人数が定員に満たないなどの理由で、開講できない場合あり

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

メ
イ
ト
ム
宗
像
の
就
業
相
談
は
３
月
で
終
了

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
Ｆ
Ｐ
）
検
定
講
座
受
講
者
の
み
な
さ
ん
へ

平成25年度「資格取得講座」一覧表（予定） 　

結
婚
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
の
理
由
で
退

職
し
た
人
た
ち
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取
得
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
資
格
取

得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

医療事務検定講座の様子

　
受
講
者
の
み
な
さ
ん
に
、

次
の
①
〜
⑤
の
質
問
に
答
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
受
講
の
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

②
講
座
全
体
の
印
象
は
い
か

が
で
す
か
？

③
資
格
取
得
後
に
就
職
し
ま

し
た
か
？　

ま
た
、
そ
の

資
格
は
仕
事
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

④
就
職
活
動
中
の
人
は
、

習
っ
た
知
識
や
技
術
を
こ

れ
か
ら
ど
う
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

⑤
そ
の
他
、
感
想

①
就
職
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
子
育
て
が
落
ち
着
い

た
ら
転
職
し
た
い
と
考
え

て
い
た
時
に
、
市
広
報
紙

で
こ
の
講
座
を
知
り
ま
し

た
。
今
の
う
ち
に
ワ
ー
ド

や
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
受
講
し
ま
し
た

②
先
生
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

人
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
、
途
中
で
分
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
も
聞
き
や
す

い
雰
囲
気
で
し
た

③
現
在
の
職
場
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
主
活

動
な
ど
で
文
書
作
成
に
活

用
し
て
い
ま
す

⑤
託
児
が
あ
り
、
講
座
中
も

携
帯
電
話
の
配
慮
な
ど
親

切
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
次
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
受
講
し
た
い
で
す

①
市
広
報
紙
を
見
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た

②
パ
ソ
コ
ン
の
準
備
が
行
き

届
い
て
い
て
、
す
ぐ
に
授

業
に
取
り
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
の
み
な
さ
ん
が
丁
寧
に

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
ま
し
た

③
今
ま
で
は
他
人
に
聞
い
て

い
た
こ
と
も
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の

仕
事
に
と
て
も
役
立
っ
て

い
ま
す

⑤
来
年
は
ワ
ー
ド
３
級
を
受

講
し
て
、
２
級
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
先

生
が
親
身
に
な
っ
て
教
え

て
く
れ
る
の
で
、
お
勧
め

の
講
座
で
す

①
就
職
に
役
立
つ
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
、
受
講
を
決

め
ま
し
た

＊
同
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
「
色
彩
検
定
３

級
講
座
」
は
、
色
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
多
彩
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
文
部
科
学
省
後
援
の
資
格
で
す

②
他
の
受
講
生
も
「
資
格
取

得
」
と
い
う
同
じ
目
標
を

持
っ
て
受
講
し
て
い
た
の

で
、
分
か
ら
な
い
所
を
教

え
合
っ
た
り
、
情
報
交
換

を
し
た
り
と
和
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た

④
実
家
（
自
営
）
の
事
務
を

手
伝
う
の
に
簿
記
が
役
立

ち
ま
す
。
今
後
、
２
級
も

学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
⑤
今
回
受
講
し
た
こ
と
で
、

就
業
へ
の
意
欲
と
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
育
て
時
期
は
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
時
間

と
し
て
使
え
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
託
児
で
大

泣
き
し
て
い
た
娘
も
、
友

達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
親

子
と
も
ど
も
貴
重
な
経
験

で
し
た

　
平
成
14
年
か
ら
実
施
の
国

家
試
験
「
Ｆ
Ｐ
技
能
検
定
」

の
合
格
者
を
対
象
に
、
Ｆ
Ｐ

技
能
士
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
有

料
）。

　
Ｆ
Ｐ
技
能
士
の
国
家
資
格

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

①
日
本
語
教
室
の
先
生
に
勧

め
ら
れ
ま
し
た

②
講
座
全
体
の
印
象
が
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
勉
強

を
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
講
師
の
説
明
も

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す

④
医
療
事
務
に
従
事
し
た
い

の
で
、
頑
張
り
ま
す

⑤
勉
強
す
る
こ
と
で
、
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
資
格

取
得
を
目
指
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す

す
る
、
携
帯
に
便
利
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
で
す
。
発

行
を
希
望
す
る
人
は
、
一
般

社
団
法
人
金
融
財
政
事
情

研
究
会
ＨＰhttp://w

w
w

.
kinzai.or.jp/

で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　 （面接・電話相談）

　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　 メール kokoro@city.munakata. 
　　 fukuoka.jp

市役所本館
１階・相談室

（101会議室横）

毎週月～金曜日
（祝日を除く）

13：00

～

17：00

②法律相談
　＊要予約
　弁護士が、離婚など女性を取り 
　巻く問題の相談を受け付けます

男女共同参画
推進センター

「ゆい」
毎月第３火曜日

13：00

～

16：00

＊②の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
３

級
講
座
／
成
松
志
野
さ

ん
（
30
歳
代
・
日
の
里
）

簿
記
３
級
講
座
／
伊
豆

寛
子
さ
ん
（
30
歳
代
・

自
由
ヶ
丘
）

医
療
事
務
検
定
講
座
／

顧
三
鳳（
こ
・
さ
ん
ぼ
う
） 

さ
ん
（
30
歳
代
・
徳
重
）

エ
ク
セ
ル
３
級
講
座
／

井
上
妙
子
さ
ん
（
40
歳

代
・
武
丸
）

　
メ
イ
ト
ム
宗
像
で
、
毎
月

第
３
水
曜
日
に
実
施
し
て
い

た
就
業
相
談
は
、
３
月
で
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
月
以
降
は
直
接
、
福

岡
労
働
者
支
援
事
務
所
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
労
働
相
談
＝
☎
０
９
２

（
７
３
５
）６
１
４
９

▽
子
育
て
就
職
相
談
＝
☎
０

９
２（
７
２
５
）４
０
３
４

＊
詳
し
く
は
、
市
広
報
紙
の

毎
月
１
日
号「
そ
う
だ
ん
」

コ
ー
ナ
ー
を
参
照

平
成
24
年
度
受
講
生
の
感
想



No.240 むなかたタウンプレス 平成25年3月15日 （16）カレンダー

T
e

l
e

C
a

l
l

テ
レ
コ
ー
ル

■市役所本庁（代表） ☎36－1121
議事調査課 ☎（36）1119
総務課
　　行政係 ☎（36）1272
　　情報化推進係 ☎（36）5444
生活安全課 ☎（36）5050
人事課 ☎（36）5051
秘書政策課
　　秘書業務 ☎（36）0890
　　広報・報道係　　　　　 ☎（36）1055
　　定住業務 ☎（36）1284
市民課
　　市民係 ☎（36）1126
　　国民年金係 ☎（36）1128
経営企画課 ☎（36）1192
財政課 ☎（36）1104
契約検査室 ☎（36）1161
税務課
　　市民税係 ☎（36）7350
　　固定資産税係 ☎（36）7351
収納課 ☎（36）5392
コミュニティ・協働推進課 ☎（36）5394
文化・スポーツ推進課 ☎（36）1540
人権対策課 ☎（36）1270
男女共同参画推進課 ☎（36）0048
環境課 ☎（36）1130
保健福祉政策課 ☎（36）1308

健康づくり課 ☎（36）1187
福祉課
　　保護1・2係 ☎（36）7353
　　障害者福祉係 ☎（36）3135
介護保険課
　　介護保険係 ☎（36）4877
　　介護認定係 ☎（36）5186
高齢者支援課
（地域包括支援センター） ☎（36）1285
国保医療課
　　国民健康保険係 ☎（36）1363
　　後期高齢者医療係 ☎（36）1348
都市計画課 ☎（36）1484
建築課 ☎（36）5203
建設課 ☎（36）1577
維持管理課 ☎（36）7471
会計課 ☎（36）1357
子ども育成課 ☎（36）1214
子ども家庭課 ☎（36）1365
教育政策課 ☎（36）5099
学校管理課 ☎（36）1322
監査委員事務局 ☎（36）5093
選挙管理委員会事務局 ☎（36）1375
固定資産評価審査員会事務局 ☎（36）5093
商工観光課 ☎（36）0037
元気な島づくり課
　　推進係 ☎（36）1725

農業振興課 ☎（36）0041
水産振興課 ☎（36）0031
農業委員会事務局 ☎（36）0046

■市役所本庁以外
コミュニティ・協働推進課市民活動係 ☎（36）0311
郷土文化学習交流課 ☎（62）2600
世界遺産登録推進室 ☎（62）2617
発達支援センター ☎（36）0224
図書課 ☎（34）2263
消費生活センター ☎（33）5454
下水道課（宗像終末処理場） ☎（36）4136
渡船課 （神湊港ターミナル）　☎（62）3592
元気な島づくり課（大島行政センター） ☎（72）2211
　　元気な島づくり係
　　市民サービス係
大島診療所 ☎（72）2004

■その他の市関係施設など
宗像市民図書館 ☎（37）1321
宗像ユリックス ☎（37）1311
宗像ユリックス・アクアドーム ☎（37）1377
メイトム宗像（市民活動交流館） ☎（36）0202
男女共同参画推進センター「ゆい」 ☎（36）0250
子育て支援センター ☎（37）3741
海の道むなかた館（郷土文化学習交流館） ☎（62）2600
うみんぐ大島（大島海洋体験施設） ☎（72）2361

うみんぐ大島（大島海洋体験施設） ☎（72）2361
吉武コミュニティ ☎（32）5904
赤間コミュニティ ☎（39）7051
赤間西コミュニティ ☎（38）9506
自由ヶ丘コミュニティ ☎（32）5594
河東コミュニティ ☎（35）1837
南郷コミュニティ ☎（36）3465
東郷コミュニティ ☎（36）7711
日の里コミュニティ ☎（37）1587
玄海コミュニティ ☎（62）1642
池野コミュニティ ☎（62）2003
岬コミュニティ ☎（62）2656
大島コミュニティ ☎（72）2321
市民体育館 ☎（32）1230
玄海B＆G海洋センター ☎（62）2119
大島ふれ愛センター ☎（72）2294
大島渡船ターミナル ☎（72）2535
宗像清掃工場（エコパーク宗像） ☎（62）0505
宗像地区事務組合（多礼浄水場） ☎（62）0975
宗像地区事務組合（宗像営業所） ☎（36）0010
家庭児童相談室 ☎（36）1302
地域職業相談室 ☎（36）1150
シルバー人材センター ☎（33）1151
道の駅むなかた・観光物産館 ☎（62）2715
正助ふるさと村 ☎（35）1100
グローバルアリーナ ☎（33）8400
宗寿園 ☎（33）2761

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
⑧
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　

　
　
　
⑪
　
⑫
⑬
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
⑮
　
　
　
⑯
⑰
　
⑱
⑲

④
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
⑦

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

▼
各行事のあとの赤
色の数字は、問い
合わせ先です。
下のテレコールの
赤色の数字のとこ
ろで確認を。

③生ごみ堆肥化講座
【本講座】
▽10日（水）
　東郷コミセン／10:00～11:30

▽16日（火）
　自由ヶ丘コミセン／10:00～11:30

▽25日（木）
　日の里コミセン／13:30～15:00

■資源物受入日
●北側（エコパーク宗像内）

●西側（ゆ～ゆ～プール横）

③

▼土・日曜日　9:00～17:00

▼土・日曜日　9:00～17:00
▼水 曜 日　9:00～19:00

放射線量
測定結果
3月４日測定

①

市役所 0.069
赤間コミセン 0.067
道の駅むなかた 0.062

（単位：μSv／h）

▽（宗寿園）囲碁大会
9：30～、舞踊＝応援サ
ンの会12：00～⑲

▽臨時農業委
員会委員総会
（市役所北館・
202会議室）15：00～⑧
▽歩こう会・日の里地区
「久末ダム桜観賞コース」
9：30～12：30⑬
▽歩こう会・東郷地区「春
めぐりコース・コミセン～
日の里～久原～許斐公
園」9：00～12：00⑫

▽市民三世代
交流ゲートボ
ール大会（中央公園・多
目的広場）9：00～⑭

▽家庭の日⑦
▽市民女子・男子
ゲートボール大会（中央公
園・多目的広場）9：00～⑭

▽（宗寿園）舞踊＝水穂聖恭
12：00～⑲

▽スプリングフェ
スティバルサッカ
ー大会（ふれあいの森）
9：00～＊28日まで⑭

▽（宗寿園）舞踊＝若柳幸令
12：00～⑲

▽第１回市長杯グ
ラウンドゴルフ交歓
大会（ふれあいの森）
9：00～⑭

▽（宗寿園）カラオケ＝西岡
教室発表会11：00～⑲

▽メイトム宗像休
み⑨

▽家庭の日⑦
▽ふれあいバス・コ
ミュニティバス運休①
▽宗像地区春季バスケット
ボールリーグ戦（市民体育
館）9：00～⑭

▽宗寿園休み⑲

▽宗像地区春季バ
スケットボールリー
グ戦（市民体育館）
9：00～⑭
▽（グローバルアリーナ）サ
ニックスワールドラグビーユ
ース交流大会＊５月５日まで
（４月30日、５月３日の試合
はなし）⑱
▽宗寿園休み⑲

▽市長杯ソフトボ
ール大会（ふれあい
の森）9：00～⑭
▽市民選手権ソフトテニス
春季大会（日の里4号コー
ト）9：00～⑭

▽宗寿園休み⑲

▽メイトム宗像休み⑨
▽ふれあいバス・コミ
ュニティバス運休①
▽宗像地区春季バスケットボ
ールリーグ戦（市民体育館）
9：00～⑭
▽第31回混合ダブルステニス大
会（宗像ユリックス）9：00～⑭
▽市長杯ソフトボール大会（ふ
れあいの森）9：00～⑭
▽宗寿園休み⑲

2013 CALENDAR
カレンダー
＊日時や場所などが変更になる場合がありますので、ご了承ください
＊宗像ユリックスの行事は１日号のユリックスサラダを見てください

人口 96,265 世帯 39,540
男 45,700 女 50,565
（２月中の異動数）
転入 330 転出 286
出生 72 死亡 76

●人のうごき（２月末日現在）●②

A p r i l

▽市民図書館
休み（月末整
理日）⑩

▽（宗寿園）二胡＝ニコ
ニコ会11：30～⑲

４月

▽（宗寿園）舞踊＝千草
会12：00～⑲

▽保育所５月
入所締切日⑦

▽シルバー人
材センター入
会説明会13：30～⑯

▽（宗寿園）舞踊＝藤間
波奈敬千12：00～⑲

▽（宗寿園）舞踊＝岡垣
ジョイフルの会
12：00～⑲

▽市民図書館
休み＊須恵分
館のみ開館⑩

▽シルバー人
材センター入
会説明会13：30～⑯

▽（宗寿園）舞踊＝藤間
宝祥・祥恵12：00～⑲

▽歩こう会・
河東地区「山
田地蔵尊（増福院）春の
大祭」9：30～12：00⑪

▽道の駅むな
かた（物産館、
食堂）休み⑰

▽（宗寿園）将棋大会
9：30～、カラオケ＝宗
寿園カラオケ大会
10：30～⑲

▽第９期後期
高齢者医療保
険料⑥、介護保険料⑤
の納期限

▽食育の日④

▽（宗寿園）舞踊＝智賀
聖菊12：00～⑲

●日・祝日●
　　 9：00～16：30

宗像地区歯科
休日急患センター
　　　　　 　　　　 （田熊）
☎（34）8080●平　日●　19：30～翌朝6：00

●土曜日●　18：00～翌朝9：00
●日・祝日●　  9：00～翌朝6：00

宗像地区急患センター （田熊）
☎（36）1199

休日小児科・内科 休日歯科

●毎日● 19：00～翌朝7：00
●短縮＝＃8000
●専用＝

病気、けが、薬、応急処置など

＊電話がダイヤル回線の人は
　専用電話番号を利用してください

☎092（725）2540（福岡）　
☎093（662）6700（北九州）

県小児救急
医療電話相談

午前9時～午後5時４月の休日外科当番医
 7 日（日） 渡辺整形外科医院（稲元） ☎（32）2600
14日（日） 日の里クリニック（日の里） ☎（36）5511
21日（日） 山本整形外科医院（くりえいと） ☎（33）8180
28日（日） 林外科医院（田久） ☎（33）5577
29日（月・祝） あかま整形クリニック（栄町） ☎（35）6440

⑮

吉田・多礼ダム
98.4％
（3月1日現在）

＊40％を下回った場合、
　給水制限を検討します

水は大切に使いましょう

ダムの貯水率
▽市民図書館須
恵分館休み⑩
▽第11回地域交流９
人制バレーボール大会
（市民体育館）
9：00～⑭

▽（宗寿園）舞踊＝大滝
昇12：00～⑲

壁
に
張
って
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】
テ
レ
コ
ー
ル
に
記
載
し
て
い
る
課
名
や
施
設
名
、
電
話
番
号
は
、
市
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
の
も
の
（
予
定
）
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
■
問
い
合
わ
せ
先　

▽
人
事
課　

☎
（
36
）
５
０
５
１　

▽
財
政
課　

☎
（
36
）
１
１
０
４
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市役所窓口の
場所や名称が変わります

フロア図
（H25.４.１）

階段 エレベーター

財政課

契約検査室

経営企画課

201
会議室 印

刷
室

応接室 第１
応接室

トイレ
（女）

トイレ
（男）

都
市
戦
略
室
秘
書
政
策
課

コミュニティ・
協働推進課

文化・
スポーツ推進課

環境課

監査委員
事務局

北
館
・
２
階

北
館
・
１
階

西
館

本
館

市長室

応接室

副市長室

トイレ
（女）

多目的
トイレ

都市計画課

維持管理課

建設課
トイレ
（男）

ホ
ー
ル

建築課

農業振興課

農業委員会
事務局

ハローワーク

元気な島づくり課

商工観光課

水産振興課

203
会議室

相談室

多目的
トイレ トイレ

（男）

トイレ
（女）

204
会議室

202
会議室

人
権
対
策
課
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　市では、行財政改革の一環として機構改革を実施。そのため、４月１日（月）から窓口の場所や
名称などを一部変更します。
■問い合わせ先　
▽配置の変更、場所の移転など＝財政課　 ☎（36）１１０４
▽その他の統合や新設、名称の変更など＝人事課　 ☎（36）５０５１

　「秘書課」と「経営企画課定住化推進室」を統合し、「都市戦略室秘
書政策課」を新設。

　「人権対策課」「男女共同参画推進課」の配置を北側倉庫棟から北館
２階に変更。

　「保健福祉政策課高齢者施策係」と「介護保険課地域包括支援セン
ター」を統合し、「高齢者支援課」（北館１階）を新設。

主な変更（フロア図参照）

都市戦略室秘書政策課

高齢者支援課

人権対策課・
男女共同参画推進課

【市民協働・環境部】
▽「コミュニティ課」と「市民活動推進課市民活動交流室」を統合し、
「コミュニティ・協働推進課」（西館２階）を新設
▽「市民活動推進課」の名称を「文化・スポーツ推進課」へ変更
▽「自然環境課」と「生活環境課」を統合し、「環境課」（西館２階）
を新設

▽「郷土文化学習交流課」の名称を「郷土文化交流課」へ変更し、「交
流係」を新設

【子 ど も 部】

【都市建設部】
【産業振興部】

【教　育　部】

「子ども家庭課子ども福祉係」の名称を「子ども家
庭課子ども家庭係」へ変更
都市計画課の「指導係」を「都市計画係」へ統合
「都市戦略室」の新設に伴い、企業誘致業務を「商
工観光課」へ移管
図書課の「市民図書館係」「学校図書館係」を統合し、
「図書館係」を新設

生活安全課

総務課

人事課

その他の変更

高
齢
者
支
援
課

（地域包括
支援センター）

本庁舎
２階

機構改革
のため

103
会議室

トイレ（男）

トイレ（女）

介護保険課

保健福祉政策課

福祉課

何でも
相談室
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（１）人件費（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
平成24.3.31現在 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
22年度

人件費率

23年度 95,710人 316億2,080万
2千円

7億1,038万
6千円

38億1,165万
1千円 12.1% 12.6%

 （注）１　人件費には給料、手当、共済費、報酬などを含む
　　　２　実質収支とは、当該年度の歳入決算額から歳出決算額を差し引き、その額から翌年度へ繰り越

すべき財源を控除したもの

（２）職員給与費（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

23年度 374人 15億3,872万
4千円

3億1,920万
7千円

5億6,634万
1千円

24億2,427万
2千円 648万2千円

 （注）１　職員手当には退職手当を含まない
　　　２　職員数は、平成23年４月１日現在の数

１．総括
（３）ラスパイレス指数

（各年４月１日現在）

年　度 宗像市

19 97.0

23 96.2

24 96.4

＊「ラスパイレス指数」とは、国家公務
員の給与水準を100とした場合の
給与水準を示す指数のこと。公表値
は、国家公務員の時限的（２年間）な
給与改定特例法による措置がない
とした場合の値

［参考］地域手当補正後ラスパイレス指
数98.8（平成24年４月１日現在）

（注）平成24年４月１日現在における
支給率と国基準の支給率で算出
したもの

94 95 96 97 98 99 100 101

岡垣町

福津市

宮若市

古賀市

宗像市

県内市平均
（26市）＊

＊県内の26市（政令市除く）の平均

99.9

99.2

96.9

97.4

96.4

100.2

近隣市町などとの比較（平成24年４月１日）

給与・定員管理などの状況Ⅰ

（１）職員の平均給料月額や平均給与月額、平均年齢（平成24年４月１日現在）
【一般行政職】

区　分 平均年齢 平均給料月額
（注）１

平均給与月額
（注）２

平均給与月額
（国ベース）

宗像市 44.7歳 337,195円 415,059円 374,435円

福岡県 43.4歳 341,643円 425,698円 未公表

国 42.8歳 329,917円
（304,944円）

401,789円
（372,906円）

 （注）１　「平均給料月額」とは、平成24年４月１日現在の職種ごとの職員の基本給の平均のこと
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などの全

ての手当の額を合計したもので、地方公務員給与実態調査と同じ。また、「平均給与月額（国ベース）」
は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当などの手当が含まれていないので、
比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもの

　　　３　国の（　）内は給与減額後の額

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成24年４月１日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 254,200円 310,629円 342,117円

高校卒 　　 237,250円（＊１） 　　 298,200円（＊２） 299,567円

（＊１）経験年数10年以上15年未満　（＊２）経験年数15年以上20年未満

３．職員の平均給与月額、初任給など

２．一般行政職給料表（平成24年４月１日現在）

（２）職員の初任給（平成24年４月１日現在）

区　　　分 宗　像　市 福　岡　県 国

一般行政職
大学卒 172,200円 178,800円 172,200円

高校卒 144,500円 144,500円 140,100円

（１）期末手当・勤勉手当

区　分 宗　像　市 福　岡　県 国

１人当たりの
平均支給額
（23年度）

146万2千円 156万4千円
（見込み） 未公表

23年度
支給割合
＊１

期末手当 2.6月分
（1.45月分）

2.6月分
（1.45月分）

2.6月分
（1.45月分）

勤勉手当 1.35月分
（0.65月分）

1.35月分
（0.65月分）

1.35月分
（0.65月分）

加算措置の状況
＊２

役職加算
5〜20％

役職加算
5〜20％

管理職加算
10〜25％

役職加算
5〜20％

管理職加算
10〜25％

＊１　（　）内は、再任用職員にかかる支給割合
＊２　職制上の段階、職務の級などによる加算措置
【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況
　全職員を対象に能力・業績に基づく人事考課を実施し、その結果を勤勉手当に反映（平成
20年12月から全職員対象）

４．一般行政職の級別職員数など
（１）一般行政職の級別職員数（平成24年４月１日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事・技師 30人 8.7%

２級 主事・技師 10人 2.9%

３級 主査・主任主事・主任技師 139人 40.3%

４級 係長・企画主査 87人 25.2%

５級 主幹 20人 5.8%

６級 課長 43人 12.5%

７級 部長 16人 4.6%

合　　　計 345人 −

 （注）１　市の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

平成19年の
構成比

4.5

3.1

5.5 39.3 21.5 14.1 12.0

4.1

5.8 3.8 44.1 22.6 6.7 13.0
平成23年の

構成比

平成24年の
構成比

■１級　■２級　■３級　■４級　■５級　■６級　■７級　

8.7 40.3 25.2 5.8 12.5

4.6

2.9

５．職員の手当

（２）昇給への勤務成績の反映状況
　全職員を対象に、能力・業績に基づく人事考課
を実施し、昇給へ反映（平成21年１月から実施）

（２）退職手当（平成24年４月１日現在）

区　　分
宗像市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.500月分 30.550月分 23.500月分 30.550月分

勤続25年 33.500月分 41.340月分 33.500月分 41.340月分

勤続35年 47.500月分 59.280月分 47.500月分 59.280月分

最高限度額 59.280月分 59.280月分 59.280月分 59.280月分

その他の加算措置 なし
定年前早期退職
特例措置

（２〜20%加算）
なし

定年前早期退職
特例措置

（２〜20%加算）

退職時特別昇給 なし なし なし なし

１人当たり
平均支給額 2,081万7千円 2,573万3千円 未公表

 （注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成23年度に退職した職員に支給した平均額

（19ページ上段へつづく）

市職員の給与と職員数を
公表します ■問い合わせ先　人事課　☎（36）５０５１

給料月額 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

１号給 135,600円 185,800円 222,900円 261,900円 289,200円 320,600円 366,200円

最高号給 243,700円 307,800円 354,700円 388,300円 400,600円 422,600円 456,200円

（注）給料月額は、給与抑制措置以前のもの

＊構成比は小数点第２位を四捨五入（端数処理）しているため、合計が100％にならない
場合があります
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（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成24年４月１日現在）

部門 区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
23年 24年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 6 6 0

総務 108 109 1 新規採用職員仮配置の会
計間調整

税務 36 36 0

労働 0 0 0

農水 20 20 0

商工 13 17 4 離島振興業務の移管

土木 41 40 △1 赤間駅周辺開発事業の業
務縮小

民生 48 48 0

衛生 39 37 △2 派遣職員の引き上げなど

計 311 313 2

教育部門 63 62 △1 給食事業の統廃合

小計 374 375 1

公
営
企
業
会
計

な
ど
の
部
門

病院 3 3 0

水道 13 12 △1 派遣職員の引き上げ

交通 22 22 0

下水道 10 10 0

その他 32 31 △1 新規採用職員仮配置の会
計間調整

小計 80 78 △2

合計 454 453 △1

 （注）職員数には宗像市総合公園管理公社、玄界環境組合、宗像市社会福祉協議
会などへの派遣職員と任期付職員を含む（教育長は除く）

７．職員数

（２）年齢別職員構成の状況（平成24年４月１日現在）

区　分 20歳
未満

20歳〜
23歳

24歳〜
27歳

28歳〜
31歳

32歳〜
35歳

36歳〜
39歳

40歳〜
43歳

44歳〜
47歳

48歳〜
51歳

52歳〜
55歳

56歳〜
59歳

60歳
以上 計

職員数 0人 8人 29人 22人 22人 82人 66人 48人 50人 59人 64人 3人 453人

（３）定員管理の数値目標と進ちょく状況
①平成17年４月１日〜平成27年４月１日における
　定員管理の数値目標

17年
４月１日
の職員数

27年
４月１日
の職員数

純減数 純減率

515人 455人 60人 11.7％

②定員管理の数値目標と年次別進ちょく状況（実績）の概要

区分 17年
（計画始期）

19年
（５年前）

23年
（１年前）

24年
（現年）

17年〜24年の
合計

（参考）
数値目標

一般行政
職員数 372人 358人 311人 313人 　　− −

増減 　　− △13人 △16人 2人 △59人 −

教育
職員数  64人 57人 63人 62人 　　− −

増減 　　− △1人 7人 △1人 △2人 −

公営企業
会計など

職員数  79人 83人 80人 78人 　　− −

増減 　　− △2人 6人 △2人 △1人 −

計
職員数 515人 498人 454人 453人 　　− −

増減 　　− △12人 △3人 △1人 △62人（103％） △60人

 （注）１　計画期間は、平成17年〜同27年の10年間
　　　２　計欄の（　）内の数値は、数値目標に対する進ちょく率
　　　３　増減は、各年の欄では対前年比の職員増減数を、17年〜24年の合計の欄は、職員増減数の累計

５．職員の手当（18ページからつづく）
（３）地域手当（平成24年４月１日現在）

支給実績（23年度決算） 4,851万8千円

支給職員１人当たりの平均支給年額（23年度決算） 10万7千円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

宗像市 2.5％ 452人 0％

宗像市（医師） 15.0％ 1人 15.0％

福岡市（派遣職員） 10.0% − 10.0%

東京都特別区（派遣職員） 18.0％ 1人 18.0％

人口規模が類似している主な自治体の特別職の報酬（平成24年４月１日現在）

区　分 福津市 古賀市 春日市 大野城市

給　料
市　長 850,000円 875,000円 952,100円 926,000円

副市長 701,000円 689,000円 783,600円 763,000円

報　酬

議　長 464,000円 495,000円 589,200円 568,000円

副議長 414,000円 436,000円 515,400円 507,000円

議　員 388,000円 400,000円 470,600円 462,000円

（４）特殊勤務手当（平成24年４月１日現在）
支給実績（23年度決算） 200万6千円

支給職員１人当たりの平均支給年額（23年度決算） 7万7千円

職員全体に占める手当支給職員の割合（23年度） 6%

手当の種類（手当数） 9

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に
対する支給単価

下水処理従事手当 右記の業務に従事する職員 汚水や汚泥の中に立
ち入って行う作業 １日400円

生活保護事務従事手当 生活保護の現業事務に従事する職員 生活保護の現業事務 月額5,000円

船員食糧手当 船舶に乗り組む職員 − 月額5,000円

運航管理者手当 船舶を運航管理する職員 船舶の運航管理に関する業務 給料の月額の３%

副運航管理者手当 船舶を運航管理する職員 船舶の運航管理に関する業務 給料の月額の２%

航海手当 船長か機関長の職務を代行する職員 船舶の運航管理に関する業務 １航海当たり100円

防疫等作業従事手当 右記の業務に従事する職員 感染症患者らの救護や病原体
の付着した物件の処理作業 １日400円

行旅病人救護等
従事手当 右記の業務に従事する職員 行旅病人の救護や行旅

死亡人の死体措置

行旅病人
１件1,000円

行旅死亡人
１体10,000円

有害薬品害虫防除
従事手当 右記の業務に従事する職員 人体に有害な薬品を使

用して害虫除去作業 １日400円

（６）その他の手当（平成24年４月１日現在）

手当名 内容と支給額 国の制度との比較
（異なる場合はその内容）

支給実績
（23年度決算）

支給職員１人当たり
の平均支給年額
（23年度決算）

扶養
手当

扶養親族のいる職員に支給
　配偶者 　…………………　13,000円
　配偶者を除く扶養親族１人につき

……………………　6,500円
　配偶者なしの場合の１人目  … 11,000円
　特定扶養加算（満15歳に達する日後の最

初の４月１日から満22歳に達する日後の
最初の３月31日まで） ……　5,000円

同じ
6,717万

1千円
25万

6千円

住居
手当

【借家】
月額12,000円を超える家賃を支払って
いる場合、その家賃額に応じ、27,000
円を限度に支給

【持ち家】
住居を所有する世帯主の職員に、新築
や購入日から５年間2,500円を支給

【借家】
同じ

【持ち家】
支給なし

3,134万
5千円

23万
6千円

通勤
手当

【交通機関利用者】
６カ月定期券などの価額を一括支給。た
だし、１カ月当たり55,000円が支給限度

【自動車などの交通用具使用者】
通勤距離(片道２km以上)に応じて毎月
支給。距離区分２〜３kmは2,200円。
以後、１km増すごとに700円加算。ただ
し、１カ月当たり55,000円が支給限度

交通機関利用
者は同じ。
自動車などの
交通用具使用
者 は 距 離 区
分・支給額な
どが異なる

3,125万
4千円

8万円

管理職
手当

管理職職員に定額支給
77,900円〜41,600円

制度は同じ。
支給額が異なる

4,737万
2千円

69万
7千円

初任給
調整
手当

採用による欠員の補充が困難であると
認められる下記の職員に支給
　医師　　410,900円

同じ
493万
1千円

493万
1千円

宿日直
手当

宿日直勤務を行った職員に支給
　医師　　  20,000円／回（常直120,000円／月）
　その他の職員  4,200円／回（常直  21,000円／月）

医師のうち常直
勤務額が異なる

400万円
26万

7千円

（平成24年４月１日現在）

区　　　分 給料月額

給　料
市　長 848,000円

副市長 681,000円

報　酬

議　長 533,000円

副議長 474,000円

議　員 441,000円

期末手当
市長・副市長 （23年度支給割合）　2.95月分　＊加算措置あり（20%）

議長・副議長・議員 （23年度支給割合）　2.95月分　＊加算措置あり（20%）

退職手当

市　長
（算定方式）　　　給料月額×510／100×勤続年数
（１期の手当額）　1,729万9千200円
（支給時期）　　　任期ごとに支給する

副市長
（算定方式）　　　給料月額×300／100×勤続年数
（１期の手当額）　817万2千円
（支給時期）　　　任期ごとに支給する

 （注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額と支給率に基づき、１期（４年＝48月）
勤めた場合の退職手当の見込額

６．特別職の報酬など
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平成19年4月1日構成比（％） 平成24年4月1日構成比（％）（％）

（年齢）20未満 20～23 24～27 28～31 32～35 36～39 40～43 44～47 48～51 52～55 56～59 60以上

（20ページ上段へつづく）

（５）時間外勤務手当
22年度決算 23年度決算

支給実績 1億4,612万5千円 1億5,017万8千円

職員１人当たりの平均支給年額 32万円 33万1千円

 （注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む
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下水道事業
職員給与費　決算

区　分 総支出
Ａ

純損益または
実質収支

職員給与費
Ｂ

総支出に占める
職員給与費比率

Ｂ／Ａ

（参考）
23年度の総支出に占
める職員給与費比率

23年度 35億2,707万
2千円

4億4,692万
6千円 6,658万3千円 1.9% 2.0%

区　分 職員数
Ａ

給与費 １人当たりの
給与費Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計  B

23年度 10人 3,948万
6千円

1,217万
7千円 1,492万円 6,658万3千円 665万8千円

 （注）１　職員手当には退職手当を含まない
　　　２　職員数は、平成24年３月31日現在の数

８．公営企業職員の状況（19ページからつづく）

（１）勤務時間

勤務時間 午前８時30分から午後５時まで、１日７時間45分 週休日 土曜日、日曜日

 （注）職場などで、上記と異なる場合あり

（２）その他の勤務条件（平成24年４月１日現在）
①休暇

種類 事　　由 取得期間 給料支給

年次有給休暇 １年ごとの休暇 年20日

有給

病気休暇 負傷や疾病で療養する必要
がある場合

結核性疾患の場合　　　　　　　１年

その他の疾患の場合　　　　　  90日

特別休暇
（主なもの）

分娩休暇 産前８週間(多胎妊娠は14週間)、産後８週間

出産補助休暇 ２日の範囲内

結婚休暇 ７日の範囲内

子（中学就学前）の看護休暇 ５日の範囲内（対象者が２人以上＝10日）

ボランティア休暇 ５日の範囲内

忌引

配偶者　　　　　　　　　　　  ７日

父母　　　（血族＝７日、姻族＝３日）

祖父母、兄弟姉妹（血族＝３日、姻族＝１日)

孫など　　　　　　　　　　　  １日

短期介護休暇 ５日の範囲内（対象者が２人以上＝10日）

介護休暇 配偶者や一定の範囲内の親族を
介護する必要が生じた場合

連続する６カ月間の期間内で必要と認
められる期間 無給

②育児休業制度

種　類 事　　由 取得期間 給料支給

育児休業
３歳に満たない子を養育す
る職員が、休業することが
できる制度

産後休暇終了日の翌日から子が３歳に
達する日までのうち、職員の請求に基
づく期間

無給育児短時間
勤務

小学校就学始期に達するま
での子を養育する職員が、
休業や短時間勤務すること
ができる制度

条例で定める勤務形態のいずれかの範囲
例）１日の勤務時間が２分の１、週３日勤務など

部分休業 １日を通じて２時間を超えない範囲内

勤務時間、その他の条件Ⅱ
　分限処分とは、職員が一定の事由でその職責を十分に果たすことができない場合
に、公務能率の維持を目的に、本人の意に反して不利益な身分上の変動をもたらす
処分のことです。分限処分には、降給、休職、降任、免職の４種類があります。
　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、任命権者がその職員の責任を追
及して行う処分です。公務における規律と秩序の維持を目的として行われる不利益
処分のことで、懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４種類があります。

（平成23年度実績）

分限処分の状況 懲戒処分の状況

内　容 人数（延べ） 内　容 人数（延べ）

降　給 0人 戒　告 0人

休　職 9人 減　給 0人

降　任 0人 停　職 0人

免　職 0人 免　職 0人

分限と懲戒処分の状況Ⅲ

　地方公務員法では、服務の根本基準を「すべての職員は、全体の奉仕者として公
共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専
念しなければならない」（地方公務員法第30条）と定めています。この根本基準の
具体的規定として、「法令などや上司の職務上の命令に従う義務」「信用失墜行為の
禁止」「秘密を守る義務」「職務に専念する義務」「政治的行為の制限」「争議行為な
どの禁止」「営利企業などの従事制限」といった服務上の義務が定められています。

営利企業などの従事許可の状況（平成23年度実績）

区　　分 件　数

営利企業などの役員の地位を兼ねること 0件

自ら営利を目的とする私企業を営むこと 0件

報酬を得て事業や事務に従事すること 6件

服務の状況Ⅳ

（１）職員の研修状況
　職員の研修は、職員の公務能率の発揮と増進を目的に、任命権者が組織的・
計画的に実施します。このことは、地方公務員法第39条に規定され、市では、
「宗像市職員人材育成ビジョン」に基づいて研修を実施し、職員の能力開発に
努めています。
　平成23年度に実施された主な研修は、次のとおりです。

職場外研修

▽独自研修（新規採用職員採用時研修、初任層職員職務支援研修、
新任管理監督者研修、新任係長級職員研修、政策形成能力研修、
協働研修、船員等接遇研修、防災研修、収納対策研修、情報セキュ
リティ研修、暴力的来訪者対応研修）

▽能力開発研修（徴収事務研修などの各種専門研修）
▽外部派遣研修
（福岡県市町村職員研修所など研修機関での各種専門研修、民間

企業等派遣研修）

（２）勤務成績の評定
　任命権者は、公務能率の増進を目的に、職員の執務について定期的に勤務
成績の評定を実施し、その評定の結果に応じた措置を講じることとされてい
ます（地方公務員法第40条）。
　市では、平成14年度から全職員を対象に人事考課制度を導入しています。
その後、制度の改善を図りながら運用しています。

研修と勤務成績の評定Ⅴ
　職員の福利厚生制度の一環として、職員やその被扶養者の病気、負傷、出産、死亡、災害
などに関して適切な給付を行うための、相互救済を目的とする共済制度があります。具体的
には地方公務員等共済組合法に基づき、福岡県市町村職員共済組合が制度を運用し、公務外
の病気やケガの治療時の保険給付や、老後の経済生活の支えとなる退職共済年金の支給など
を実施しています。
　また、労働安全衛生法などに基づき、職員の健康と安全を確保するために、安全衛生管理
体制の整備や健康診断などを実施しています。公務中や通勤途中の災害などによって被災し
た場合には、地方公務員災害補償法に基づき、療養補償などをします。

（１）健康診断の実施状況（平成23年度実績）

（２）職員の福利厚生
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づいて、宗像市職員互助会
を設置し、職員の保健、元気回復そのほか厚生に関する事項を計画的に実施しています。
　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施、相互扶助と親睦を図ることを目的に、
会員の掛金と市の助成金で運営されています。
●職員互助会に対する公費負担状況（平成24年４月１日現在）

年　度 福利厚生事業
に係る決算額

職員互助会への
公費負担額 会員掛金総額 職員互助会

会員数
会員１人当たりの
公費の補助金額 公費負担率

A B C A／C A／（A＋B）

22年度決算 14,043千円   9,473千円 14,326千円 460人 20,594円 39.8％

23年度決算 13,875千円   9,269千円 14,256千円 461人 20,106円 39.4％

（３）公務災害などの状況（平成23年度実績） 公務災害 通勤災害 計

0件 0件 0件

区　分 受診者数

職員総合健診 455人

福祉と利益の保護状況Ⅵ

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況
　公平委員会は、職員から勤務条件に関し、適当な行政上の措置を求める要求があっ
た場合は、公平委員会は必要な審査を実施し、事案を判定し、地方公共団体の機関に
対し、必要な勧告をしなければなりません。

23年度実績 0件

（２）不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員から懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたとして審査請求があった
場合は、公平委員会は事案を審査し、その結果に基づいて処分を承認か修正、取り消
す判定をします。

23年度実績 0件

公平委員会から業務状況の報告Ⅶ
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ふれあいバスとコミュニティバスの

乗り継ぎが便利になります

お知らせ

臨
時
職
員
募
集

【
期
限
付
非
常
勤
任
用
】

●
任
用
期
間
　
４
月
１
日

（
月
）
～
平
成
26
年
３
月

31
日
（
月
）

市
　
か
　
ら

●
日
時
　
３
月
28
日
（
木
）

午
前
11
時
～
正
午

●
会
場
　
市
役
所
北
館
１

介
護
保
険
・
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
公
募
説
明
会

階
・
１
０
３
会
議
室

●
対
象
　
第
５
期
市
介
護
保

険
事
業
計
画
に
定
め
る
日

常
生
活
圏
域
「
日
の
里
中

学
校
区
」
で
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
と
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

の
実
施
を
予
定
す
る
法
人

＊
詳
し
く
は
、
市
ＨＰhttp:// 

w
w

w
.city.m

un
ak 

ata.lg.jp/

→
「
市
内
に

お
住
ま
い
の
方
」
→
「
く

ら
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド
・
介

護
保
険
」
→
「
事
業
者
の

方
へ
」
で
確
認
を

■
申
込
方
法
　
３
月
25
日

（
月
）
ま
で
に
介
護
保
険

課
☎
（
36
）
４
８
７
７
へ

電
話
で
申
し
込
む

　４月から、ふれあいバス（宗像ユリックス、市役所、
宗像医師会病院方面）とコミュニティバスの乗り継
ぎがスムーズになります。今回は、乗継便を紹介し
ます。

■問い合わせ先　生活安全課　☎（36）５０５０

　１日何度でもふれあいバス、コミュ
ニティバスを利用できます。車内で販
売しています。

　
宗
像
地
区
事
務
組
合
で

は
、
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
、
上
下
水

道
料
金
関
連
の
業
務
を
２
月

か
ら
、
上
下
水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
と
し
て
民
間
会
社
ジ
ェ

ネ
ッ
ツ
へ
委
託
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
宗
像
市
役
所
内

に
あ
る
営
業
所
は
３
月
29
日

（
金
）
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

●
委
託
内
容
　
上
下
水
道
の

開
始
・
中
止
の
名
義
変
更

な
ど
の
受
付
、
料
金
の
案

内
、
検
針
、
収
納
な
ど

●
委
託
期
間
　
２
月
１
日

（
金
）
～
平
成
28
年
３
月

31
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
62
）
０
０
２
６

●
業
務
内
容
　
市
が
発
注
す

る
工
事
な
ど
の
監
理
・
主

任
監
督
員
の
業
務
、
建
築

課
業
務
の
全
般
に
関
す
る

技
術
的
補
助
業
務

●
応
募
要
件
　
一
級
建
築
士

の
資
格
を
持
ち
、
建
築
物

の
設
計
、
工
事
監
理
か
施

工
管
理
の
経
験
が
あ
る
普

通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）
保
持
者

●
勤
務
日
数
　
週
４
日
程
度

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

●医師会病院、ユリックス方面へ行くには
コミュニティバス

サンリブ着

吉　武 ３便 8:36

河　東 ３便 8:42

田　島 １便 8:19

神　湊 １便 8:22

池　野 １便 8:36

岬 １便 8:43

ふれあいバス

第２系統
　　２便

サンリブ発 ユリックス 医師会病院 市役所

8:47 9:41 10:12 10:35

第３系統
　　２便

サンリブ発 市役所 医師会病院 ユリックス

8:50 8:59 9:22 9:41

コミュニティバス

ゆめタウン発 市役所発 サンリブ発

吉　武 ８便 14:10

河　東 ９便 14:20

田　島 ７便 15:00

神　湊 ７便 15:00

池　野 ８便 14:12

岬 10便 14:14 14:19

●医師会病院、ユリックス方面から行くには
ふれあいバス

第２系統
　　３便

ユリックス 医師会
病院 市役所 サンリブ

着

12:54 13:25 13:48 13:57

第３系統
　　３便

市役所 医師会
病院 ユリックス ゆめ

タウン
サンリブ

着

12:09 12:32 12:51 13:44 13:50

コミュニティバス ふれあいバス第２系統

ふれあいバス第３系統

１日乗車券

２回以上
乗るなら断然お得!

乗
り
継
ぎ

乗
り
継
ぎ

＊時刻の詳細は、市広報紙３月
15日号と一緒に配布している
時刻表を見てください

（注意）田島と池野は月・水・金・第２日曜日、神湊と岬は火・木・土・第
　　　 ４日曜日のみ

１日乗車券
高齢者・
障がい者
200円

１日乗車券
一般用
400円

宗
像
地
区
事
務
組
合
の

宗
像
営
業
所
は

３
月
��
日（
金
）で
廃
止

＊
��
分
の
休
憩
あ
り

●
勤
務
地
　
建
築
課
（
本
館

２
階
）

●
賃
金
　
月
額
17
万
円

●
待
遇
　
年
次
有
給
休
暇
、

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ

り
＊
そ
の
他
の
手
当
、
交
通
費

支
給
な
し

●
募
集
人
数
　
１
人

●
面
接
日
　
３
月
27
日（
水
）

＊
詳
細
は
後
日
電
話
で
連
絡

●
採
用
　
書
類
選
考
と
面
接

で
決
定

●
提
出
書
類
　（
提
出
書
類

は
返
却
不
可
。
不
採
用
の

場
合
は
全
て
破
棄
）

①
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）

②
資
格
証
の
写
し

●
申
込
方
法
　
３
月
25
日

（
月
）
必
着
で
、
提
出
書

類
を
添
え
て
、
建
築
課
へ

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
む

▽
郵
送（
住
所
不
要
）＝
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
建
築

課
宛
て

▽
直
接
窓
口
（
本
館
２
階
）

へ
持
参

＊
窓
口
受
付
は
祝
日
を
除
く

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

��
分
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
築
課☎

（
36
）
５
２
０
３
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現
在
の
宗
像
市
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に
旧
宗
像
市
と
旧
玄
海
町
が
合
併

し
て
誕
生
。
今
年
の
４
月
１
日
で
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
広
報
紙
で
は
、「
10
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
。
み
な
さ
ん
の
「
10
」

を
募
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
課
広
報
・
報
道
係　

☎
（
36
）
１
０
５
５

＊
４
月
か
ら
課
・
担
当
名
が
「
秘
書
政
策
課
広
報
・
報

　

道
担
当
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第10回

宗
像
市
誕
生企

画

10
周
年

み
な
さ
ん
の「
10
」を
募
集
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
「
10
」
に
ま

つ
わ
る
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
例
え
ば
、

▽
結
婚
し
て
10
年

▽
宗
像
市
に
住
ん
で
10
年

　
会
議
で
は
、
地
域
の
課
題

と
し
て｢

支
援
側
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り｣

と
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
を
、
新
し
い
動
き

と
併
せ
て
振
り
返
り
ま
し

た
。 　

今
回
は
、
生
活
部
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

障
が
い
福
祉
事
業
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
１
月
に
開
催
し
た
「
主
要
メ
ン

バ
ー
会
議
」
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

　
例
え
ば
、
市
内
事
業
所
ス

タ
ッ
フ
を
中
心
と
し
た
自
主

グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
こ
と

で
各
事
業
所
の
結
び
つ
き
が

深
ま
る
期
待
や
、
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
障
害

者
支
援
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

平
成
25
年
度

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付

●
交
付
開
始
日
　
３
月
18 

日
（
月
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く

市
　
か
　
ら

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、地
域
に
は
ま
だ
、

「
行
動
援
護
（
＊
１
）」
事
業

所
や
た
ん
吸
引
な
ど
の
医
療

行
為
が
で
き
る
短
期
入
所
施

設
の
不
足
な
ど
、
解
決
ま
で

時
間
が
か
か
る
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
家
族

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
「
障

が
い
の
あ
る
人
の
兄
弟
姉
妹

へ
の
支
援
も
地
域
で
必
要
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
障
が
い
の
あ

る
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
複
雑

な
気
持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
成

長
し
、
障
が
い
者
本
人
と
の

新市誕生を祝う合併記念市民祭の様子
あれから10年たちました

10周年

●
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
交
付
場
所

▽
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

（
市
役
所
北
館
１
階
・
15

番
窓
口
）

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
重
度
の
障
が
い
の

あ
る
人
（
児
童
を
含
む
）

に
対
し
、
小
型
タ
ク
シ
ー

の
基
本
料
金
を
助
成
す
る

制
度

●
対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
視
覚
障
害
の
１
級
、
２
級

▽
肢
体
不
自
由
の
１
級
、
２

級
▽
内
部
障
害
の
１
級
、
２
級

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
障
害
の
程

度
が
Ａ
の
人

③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

等
級
が
1
級
の
人

＊
施
設
に
入
所
中
、
病
院
に

入
院
中
の
人
は
対
象
外

●
持
参
品

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か

▽
窓
口
に
来
る
人
の
印
鑑

●
利
用
期
間
　
４
月
１
日

（
月
）
～
平
成
26
年
３
月

31
日
（
月
）

●
利
用
方
法
　
必
ず
、
乗
車

時
に
各
手
帳
を
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
に
提
示
後
、
利
用

券
を
乗
務
員
に
渡
す

＊
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会

社
は
、
宗
像
・
福
津
市
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
業

者
に
限
る

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
（
36
）
３
１
３
５

FAX
（
36
）
５
８
５
６

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー

☎
（
72
）
２
２
１
１

FAX
（
72
）
２
８
２
１

交
流
が
少
な
い
人
も
多
い
。

親
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、

戸
惑
う
兄
弟
姉
妹
か
ら
の
相

談
も
多
い
」
と
い
う
意
見
に

は
み
な
さ
ん
共
感
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
、
障
が
い

の
あ
る
人
や
家
族
の
声
を
把

握
し
、
地
域
の
課
題
と
し
て

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

相
談
を
受
け
る
人
た
ち
の
集

ま
り
が
必
要
と
い
う
意
見
で

一
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
談
支
援
で
は
、

昨
年
の
法
改
正
で
新
た
に

「
計
画
相
談
支
援
（
＊
２
）」

が
始
ま
り
、
相
談
員
が
支
援

し
て
い
く
中
で
、
困
っ
た
こ

と
を
共
有
し
て
地
域
で
必
要

な
仕
組
み
を
協
議
し
て
い
く

場
を
定
例
的
に
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
生
活
部
会
で
は
、

残
さ
れ
た
難
し
い
地
域
の
課

題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

相
談
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、
障
が
い
の
あ
る

人
や
家
族
が
安
心
し
て
充
実

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
＊
１
）
知
的
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
一
人
で
の
行
動

が
著
し
く
困
難
な
人
に
対

し
て
、
行
動
時
の
危
険
回

避
や
外
出
支
援
を
実
施
す

る
サ
ー
ビ
ス

（
＊
２
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
に
対
し

て
、
利
用
者
の
特
性
や
希

望
に
合
わ
せ
た
援
助
方
針

や
目
標
を
立
て
、
い
ろ
い

ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
た
計
画
を

作
り
、
利
用
者
や
支
援
者

が
連
携
し
や
す
い
よ
う
に

調
整
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

 

☎
（
36
）
３
１
３
５

 

FAX
（
36
）
５
８
５
６

　
い
ず
れ
も
、
応
募
の
中
か

ら
選
定
し
、
市
か
ら
取
材
担

当
者
が
み
な
さ
ん
の
所
へ
伺

「
あ
り
が
10
」
を

伝
え
た
い

と
う

「
10
」
にまつ

わ
る
話

▽
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
結
成

し
て
10
年

▽
○
○
を
続
け
て
10
年

▽
新
市
が
誕
生
し
た
平
成
15

年
４
月
１
日
が
誕
生
日

▽
健
康
の
た
め
に
○
○
を
毎

日
10
回
し
て
い
る

▽
10
年
間
で
10
キ
ロ
や
せ
た

▽
10
人
兄
弟
姉
妹
、
家
族

▽
１
日
10
善
が
モ
ッ
ト
ー

な
ど
、「
10
」
に
ま
つ
わ
る

話
な
ら
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
普
段
言
え

な
い
感
謝
の
言
葉
「
あ
り
が

と
う
」
を
人
や
物
、
施
設
な

ど
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
例
え
ば
、

▽
愛
す
る
家
族
に
対
し
て

▽
大
切
に
し
て
い
る
物
に
対

し
て

▽
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
施

設
に
対
し
て

な
ど
、
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

応
募
方
法
な
ど

い
ま
す
。
取
材

し
た
内
容
は
、

６
月
１
日
号
か

ら
平
成
26
年
３

月
15
日
号
ま
で

の
広
報
紙
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の

応
募
を
待
っ
て

い
ま
す
。

●
応
募
方
法
　

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
内
容
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
明
記
し

て
、
秘
書
課
広
報
・
報
道

係
へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
応
募
す
る

＊
応
募
は
随
時
受
付

▽
郵
送（
住
所
不
要
）＝
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
秘
書

課
広
報
・
報
道
係
宛
て

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メールkoho@

city.m
una 

kata.fukuoka.jp

▽
直
接
窓
口
（
本
館
２
階
）

へ
持
参
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）

　
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
そ
の
他
、
年
間
を
通
じ

て
、
市
制
10
周
年
を
振
り
返

る
特
集
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
随
時
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

市役所の正面玄関で開かれた
開庁式典の様子（平成15年４月１日）
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市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処

分
で
差
し
押
さ
え
た
動
産
を

公
売
し
ま
す
。

　
公
売
会
の
目
的
は
、
主
に

次
の
２
つ
で
す
。

①
差
押
動
産
の
売
却
で
市
税

な
ど
の
滞
納
金
額
を
減
ら

す
た
め

②
滞
納
す
る
と
「
差
押
（
滞

納
処
分
）
→
換
価
（
取
り

立
て
、
公
売
な
ど
）
→
市

税
な
ど
の
滞
納
金
に
充
て

る
」
と
い
う
流
れ
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め

　
平
成
23
年
度
か
ら
公
売
会

を
積
極
的
に
実
施
し
、
差
押

動
産
は
、
昨
年
度
は
出
品
数

１
９
１
点
中
１
６
２
点
を
売

却
、
35
万
２
３
３
７
円
を
滞

納
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
１
月

現
在
、
３
３
７
点
中
２
４
２

点
を
売
却
、
44
万
５
２
５
６

円
を
滞
納
金
に
充
て
て
い
ま

す
。
市
で
は
今
後
も
公
売
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
差
押
動
産
は
、
公

売
会
以
外
に
「
期
間
入
札
公

売
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
」
で
も
出
品
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

多
く
の
入
札
を
待
っ
て
い
ま

す
。

●
日
時
　
３
月
30
日
（
土
）

▽
受
付
＝
午
前
９
時
30
分

▽
入
札
＝
同
10
時
30
分
～
同

10
時
45
分

▽
せ
り
売
り
＝
同
11
時
30
分

●
会
場
　
市
役
所
北
館
１

階
・
１
０
３
会
議
室

●
持
参
品
　
印
鑑
、
代
金
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
収
納
課

�

☎
（
36
）
５
３
９
２

＊
当
日
は
同
課
（
会
場
）
☎

０
９
０
（
２
７
１
４
）
９

４
１
７
へ
問
い
合
わ
せ
を

　
市
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
＊

１
）
事
業
者
支
援
な
ど
の
た

め
、
登
録
し
た
市
内
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
事
業
者
に
市
が
実
施
し
て

い
る
庁
内
業
務
の
一
部
を
外

部
委
託
す
る
庁
内
業
務
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業（
＊
２
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
と
思
う
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
１
）
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
ソ
ー

ホ
ー
／Sm

all O
ffice 

H
om

e O
ffice

）
と
は
、

自
宅
や
事
務
所
で
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
用
い
て
事
業
を

実
施
す
る
個
人
事
業
主

（
＊
２
）
庁
内
業
務
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
は
、
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
登
録
を
し

た
人
の
み
を
業
務
委
託
の

対
象
者
と
し
ま
す

●
応
募
要
件
　
市
内
で
情
報

サ
ー
ビ
ス
や
デ
ー
タ
入

力
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
実

施
す
る
人

●
登
録
方
法
　
３
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
、
必
要

事
項
を
明
記
し
、
自
己

Ｐ
Ｒ
を
添
付
し
て
、
メール

naka0678@
tw
.city.

fukuoka.m
unakata.

jp

へ
送
信
す
る

▽
必
要
明
記
項
目

①
表
題
＝
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業

者
登
録
」

②
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
の

登
録

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（23〜25ページ）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
を

　
市
と
宗
像･

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
で
は
、
狂
犬

病
予
防
集
団
注
射
を
実
施
し

ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

法
律
で
登
録
（
生
涯
1
回
）

と
狂
犬
病
予
防
注
射
接
種

（
年
1
回
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
続
き
後
に
交
付

日　　程 開始時間 終了時間 場　　所

4月3日（水）

  9:30 10:10 日の里第４号公園
（日の里東小学校横）

10:30 11:00 村山田公民館
13:30 14:00 本村公民館
14:20 15:00 田久公民館

4月4日（木）

  9:30 10:10 高向公民館
10:40 11:20 東郷コミセン
13:30 14:00 赤間ヶ丘２区公民館

14:20 15:10 宗像勤労者
体育センター

4月5日（金）

  9:30 10:00 冨地原公民館
10:20 11:00 朝野中央公園
13:30 14:20 岬コミセン

14:40 15:20 公園通り２丁目集会場横の公園
（宗像コモン）

4月8日（月）

  9:30 10:20 吉武コミセン
10:40 11:30 赤間西コミセン
13:30 14:20 赤間コミセン

14:30 15:30 自由ヶ丘中央公園
（自由ヶ丘コミセン前）

4月9日（火）

  9:30 10:10 自由ヶ丘11号公園
10:30 11:10 野坂公民館
13:30 14:00 葉山公民館
14:20 15:20 城西ヶ丘３号公園

4月10日（水）

  9:30 10:00 福崎公民館
10:20 11:00 日の里第７号公園
13:30 14:00 神湊地区公民館

14:20 15:20 ＲＩＣおだ前駐車場
（池田バス停付近）

4月11日（木）

  9:30 10:00 宮田公民館
10:20 11:00 ひかりヶ丘公民館
13:30 14:00 南郷コミセン
14:20 15:00 青葉台中央公園

4月12日（金）
10:15 11:15 大島行政センター前
14:00 14:50 海の道むなかた館
15:10 15:50 市役所玄関前

＊上記の日程で接種できない場合は、近くの動物病院で接種を
＊飼い犬の死亡、飼い主の転居など、登録内容に変更がある場合は、生活環境課へ届け出を

③
得
意
分
野（
複
数
選
択
可
）

⒜
デ
ー
タ
入
力
系
（
テ
ー
プ

起
こ
し
、
文
字
入
力
）

⒝
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
系�

（
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ

ン
、
冊
子
編
集
）

⒞
シ
ス
テ
ム
系
（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
な
ど)

▽
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
＝
Ａ
４

サ
イ
ズ
で
ワ
ー
ド
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
作

成
＊
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
は
、
庁

内
電
子
掲
示
板
に
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
事
業
者
の
紹
介
用
と
し

て
使
用
し
ま
す

差押動産の公売会差押動産の公売会
掘り出し物が見つかるかも!?掘り出し物が見つかるかも!?

さ
れ
る「
登
録
鑑
札
」と「
注

射
済
票
」
は
、
犬
に
装
着
す

る
義
務
が
あ
り
、
未
装
着
の

場
合
、
狂
犬
病
予
防
法
違
反

で
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

●
日
程
・
時
間
・
場
所
　
左

表
の
と
お
り

●
持
参
品

①
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知

ら
せ

＊
後
日
郵
送
、
新
規
登
録
の

場
合
は
な
し

②
犬
の
排
便
処
理
用
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど

●
登
録
・
注
射
料
　
狂
犬
病

予
防
注
射
料
３
０
５
０
円

（
注
射
料
２
５
０
０
円
、

済
票
、
門
戸
票
発
行
手
数

料
５
５
０
円
）

＊
新
規
登
録
は
、
別
途
、
登

録
料
３
０
０
０
円
必
要

●
そ
の
他
　
首
輪
と
引
き
綱

を
し
っ
か
り
締
め
、
犬
を

押
さ
え
ら
れ
る
人
が
連
れ

て
来
る

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
生
活
環
境
課

　�

☎
（
36
）
１
４
２
１

▽
同
事
務
所
保
健
衛
生
課

　�

☎
（
36
）
６
０
９
８

■
問
い
合
わ
せ
先

　
定
住
化
推
進
室

　
☎
（
36
）
１
２
８
４�

仙
が
い
和
尚
が
82
歳
ご
ろ
に
描
い
た
と
い
わ
れ
る
掛
け
軸

見
積
価
格
10
万
円
（
せ
り
売
り
物
件
で
す
）

宗
像
郡
史
蹟
名
勝
写
真
帖

（
昭
和
３
年
発
行
）

見
積
価
格
１
万
５
０
０
０
円
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「だいじょうぶ？」　その一言で　さびしい心に花がさく（出光ひなか・河東西小４年）
人は人　自分は自分　できること　できないことがあってもおかしくない（鎮

ちん

守
じゅ

舞衣・赤間小５年）
そだてよう　みんなを思う　その心（嶋立将

まさ

也
や

・自由ヶ丘南小４年）
友だちと　明るい心　ともそうよ（川上彩

あや

花
か

・吉武小５年）

　骨組織は成人になってからも骨吸収（骨を壊す働き）と骨形成（骨を
作る働き）で常に作り替えられています。

【骨吸収と骨形成のバランス】

【骨密度が低下する原因】
　生活活動量の低下や栄養素の偏りなどが原因です。骨粗しょう症にな
ると、転倒などの衝撃で骨折しやすくなります。
　そこで、今回は、骨を強くするための運動を紹介し
ます。

【骨を強くするための運動】
　骨の長軸に対して刺激を与えることが重要です。
①足踏み運動
▽立位で左右交互に足踏みをする（写真１）

＊足の裏で地面を踏むことを意識
し、20回程度実施する

②かかと上げ下げ運動
▽壁に両手をついて立つ
▽床からかかとを浮かし（写真２）、
左右同時に下ろす（写真３）
＊膝を伸ばした状態でかかとを一
気に下ろし、20回程度実施する
＊①②いずれの運動も、畳やじゅ
うたんなどの軟らかい場所で実
施する

　その他の運動では、ウオーキングなども効果的です。
　栄養面では、乳製品や小魚などのカルシウム（骨の
原料となる）や干しシイタケなどのビタミンD（カル
シウムの吸収を助ける）の摂取を心がけましょう。ま
た、日光を浴びることでビタミンＤの生成を促すとい
われています。
＊参考文献「健康運動指導士養成講座テキスト上」

�

■問い合わせ先　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

骨を強くする
ためには？ 最終回

刺激

骨

刺激

（写真３）

（写真２）（写真１）

在外投票

　

国
政
選
挙
（
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
）
に
は
、
仕
事
や
留
学
な
ど
で
海
外

に
長
期
間
居
住
し
て
い
る
人
も
投
票
で
き
る
在
外
選
挙
制
度
が
あ
り
ま
す
。
投
票
す
る
た

め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
在
外
公
館
（
日
本
大
使
館
、
領
事
館
）
で
登
録
申
請
を
し
、「
在
外

選
挙
人
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
在
外
投
票
の
方
法
に
は
、
①
在
外
公
館
投
票
（
在
外
公
館
に
設
け
ら
れ
る
投
票

所
で
投
票
）
②
郵
便
等
投
票
（
投
票
用
紙
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
寄
せ
て
郵
便
な
ど
で
投
票
）

③
日
本
国
内
で
の
投
票
（
選
挙
期
間
中
に
一
時
帰
国
し
た
場
合
な
ど
に
国
内
で
投
票
）
が

あ
り
ま
す
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
（
36
）
１
３
７
５

このコーナーでは、選挙に関
する一口メモと４コマ漫画を
紹介しています。

最終回 市
　
か
　
ら

　
多
く
の
枯
れ
た
松
の
枝
や

幹
に
は
、「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
」
の
幼
虫
が
い
ま
す
。

こ
の
幼
虫
は
、
松
が
枯
れ
る

原
因
と
な
る
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
」
と
い
う
線
虫

を
運
び
ま
す
。
枯
れ
た
松
を

放
置
す
る
と
、
５
月
ご
ろ
に

多
量
の
カ
ミ
キ
リ
虫
が
羽
化

し
、
周
囲
の
松
に
被
害
が
広

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
つ
き
松
原
な
ど
の
松
林

の
保
全
の
た
め
、
み
な
さ
ん

の
所
有
地
（
山
林
、
宅
地
、

畑
な
ど
）
で
枯
れ
た
松
が
あ

る
場
合
は
、
カ
ミ
キ
リ
虫
が

羽
化
す
る
５
月
ま
で
に
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
１
３
０

４
月
か
ら

市
役
所
が
窓
口
に

　
４
月
か
ら
、
国
や
県
に
代

わ
っ
て
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
利
便
性
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
移
譲
さ
れ
る
主
な
事
務

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

　
☎
（
36
）
１
１
９
２

【４月１日から移譲される事務】
移譲事務の概要 窓　口

①
▽低体重児の届け出
▽未熟児の訪問指導
▽未熟児の養育医療

子ども家庭課

② 育成医療の支給認定など 福祉課

③

▽社会福祉法人の定款の認可
▽報告徴収
▽検査
▽業務停止命令など

保健福祉政策課

④

▽簡易専用水道の給水停止命令
▽報告徴収
▽立入検査、専用水道の給水開
　始の届け出受理など

宗像地区事務組合

●
日
時
　
３
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
役
所
本
館
１

階
・
第
１
相
談
室
、
第
２

相
談
室

●
内
容
　
家
庭
内
の
も
め
ご

と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
学
校
や
職
場
で
の
い

じ
め
や
差
別
な
ど
、
人
権

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
●
相
談
担
当
者
　
市
人
権
擁

護
委
員

●
相
談
料
　
無
料

＊
予
約
不
要

特
設
人
権
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
対
策
課

�

☎
（
36
）
１
２
７
０

骨吸収＜骨形成

骨密度の増加

骨吸収＝骨形成

骨密度の維持

骨吸収＞骨形成

骨密度の低下

＊骨吸収と骨形成のバランスが崩れると骨粗しょう症になる可能性が高くなります

被
害
を
防
ぐ
た
め

枯
れ
た
松
を

処
分
し
て
く
だ
さ
い
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救われた　あなたの笑顔に　ありがとう（田中　希
のぞみ

・玄海中１年）「ありがとう」　その一言が　あったかい（細川和
い ず み

泉・自由ヶ丘中１年） 

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の相談に加えて、毎月第２・
第４土曜日に電話相談を実施しています。利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

　

自
宅
を
訪
ね
て
き
た
業
者

が
、
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
な

ど
の
貴
金
属
や
和
服
な
ど
の

商
品
を
、
強
引
に
安
価
で
買

い
取
っ
て
い
く
と
い
う
「
押

し
買
い
」
の
被
害
が
、
数
年

前
か
ら
全
国
的
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
無
理
や

り
家
に
上
が
り
込
ん
で
商
品

を
物
色
す
る
悪
質
な
業
者
も

い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
一
度
商
品
を

業
者
の
手
に
渡
し
て
し
ま

う
と
、
簡
単
に
取
り
返
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
「
押

し
買
い
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
特
定

商
取
引
法
を
改
正
。
貴
金

属
な
ど
を
訪
問
し
て
買
い

取
る
取
引
は「
訪
問
購
入
」

と
し
て
規
制
さ
れ
、
２
月

21
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

【
相
談
事
例
】

　

突
然
業
者
が
自
宅
を
訪
問

し
、「
貴
金
属
を
買
い
取
り

ま
す
」
と
言
っ
た
。
指
輪
や

イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
３
万
円
で
売
っ
て

し
ま
っ
た
が
す
ぐ
に
後
悔
し

た
。
２
日
後
、「
思
い
出
の

品
な
の
で
返
し
て
ほ
し
い
」

と
業
者
に
電
話
し
た
が
断
ら

れ
た
。
ど
う
に
か
で
き
な
い

か
。 

（
50
歳
代
・
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
こ
れ
ま
で
貴
金
属
の
「
訪

問
購
入
」
の
場
合
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解

除
）
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。今
回
の
法
律
改
正
で
、

契
約
書
面
を
渡
す
こ
と
が
業

者
に
義
務
付
け
ら
れ
、
消
費

者
は
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
が
戻
ら
な

い
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

中
は
、
物
品
の
引
き
渡
し

を
拒
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
契
約
し
て
も
、
す
ぐ

に
商
品
を
渡
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
例
の
相
談
者
に
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通

知
を
ハ
ガ
キ
に
書
き
、
特

定
記
録
郵
便
で
送
る
よ
う

に
助
言
し
ま
し
た
。

　「
訪
問
購
入
」
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

買
い
取
っ
て
も
ら
う

つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と

で
す
。
断
っ
た
人
へ
の

再
勧
誘
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
納
得

し
て
売
る
場
合
で
も
、

相
手
を
き
ち
ん
と
確
認

し
、
古
物
営
業
許
可
証

の
提
示
を
求
め
、
契
約

書
面
を
必
ず
受
け
取
り

ま
し
ょ
う
。

４
月
か
ら
西
鉄
バ
ス
の

東
郷
駅
～
宗
像
ユ
リ
ッ

ク
ス
線
を
運
行
開
始

潮
風
か
お
る

岬
地
区
文
化
祭

●
主
催
　
岬
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会

●
日
時
　
３
月
23
日
（
土
）、

同
24
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
５
時

●
場
所
　
岬
コ
ミ
セ
ン

●
内
容

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
日

本
舞
踊
、
弾
き
語
り
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
）

▽
出
店
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
イ
カ
焼
き
、
地
元
の

干
物
、
野
菜
な
ど
）

▽
作
品
展
示（
岬
の
昔
風
景
、

　
東
郷
駅
日
の
里
口
と
宗
像

ユ
リ
ッ
ク
ス
間
で
、
西
鉄
路

線
バ
ス
の
運
行
が
4
月
1
日

（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
所
要
時
間
は
約
7
分
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
の  

 

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

半
額
で
利
用
で
き
ま
す

●
期
間
　
３
月
４
日
（
月
）

～
４
月
30
日
（
火
）

●
利
用
時
間
　
午
前
７
時
～

午
後
10
時

＊
ナ
イ
タ
ー
は
午
後
６
時
か

ら

１
日
４
往
復
。
日
の
里
1
丁

目
大
通
り
を
経
由
し
、
公
団

ア
パ
ー
ト
前
や
日
の
里
4
丁

目
公
園
前
に
も
停
車
し
ま

す
。

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に
隣
接

す
る
メ
イ
ト
ム
宗
像
へ
行
く

の
に
も
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
時
刻
表

▽
東
郷
駅
日
の
里
口
発
＝
①

午
前
９
時
32
分
②
午
後
０

時
22
分
③
同
２
時
22
分
④

同
５
時
22
分

▽
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
前
発
＝

①
午
前
９
時
41
分
②
午
後

０
時
30
分
③
同
３
時
10
分

●
主
催
　
同
会

●
日
程
　
４
月
～
平
成
26
年

わ
ら
べ
う
た

あ
そ
び
の
会

陶
芸
体
験
教
室

生
徒
募
集

●
主
催
　
宗
像
陶
芸
サ
ー
ク

ル
●
日
時
　
３
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
場
所
　
市
民
活
動
補
助
施

設
（
旧
中
央
公
民
館
）・

実
習
室

●
内
容
　
初
歩
か
ら
教
え
、

実
際
に
作
品
を
作
り
ま
す

●
対
象
　
20
歳
以
上

＊
未
経
験
者
歓
迎

３
月
の
毎
月
１
回
火
曜
日

＊
１
回
目
は
４
月
2�
日（
火
）

●
時
間
・
対
象

①
午
前
10
時
～
同
11
時
＝
１

歳
未
満

②
午
前
11
時
～
正
午
＝
１
歳

～
３
歳

③
午
後
４
時
～
同
５
時
＝
３

歳
～
５
歳

●
場
所
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　「
わ
ら
べ
う
た
」

で
遊
び
な
が
ら
親
子
の
絆

を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
ま
す

●
講
師
　
柘
植
（
つ
げ
）
圭

子
さ
ん
（
福
岡
コ
ダ
ー
イ

芸
術
教
育
研
究
所
会
員
）

壁
新
聞
、
さ
つ
き
松
原
保

存
な
ど
）

▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
茶
道
、

手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
電
気

お
こ
し
）

▽
お
化
け
屋
敷

▽
健
康
教
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
運
営
協
議
会

�

☎
（
62
）
２
６
５
６

完
成
し
た
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

岬
地
区
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー

貴金属の「訪問購入」に

クーリング・オフが
適用されます

貴金属の「訪問購入」に

クーリング・オフが
適用されます

①頼んでもいないのに勝
手に勧誘に訪れる訪問

「押し買い」の禁止

②契約から８日間はクー
リングオフが可能

③クーリングオフ期間中
は、売り主は業者に品
物を渡さなくてもよい

訪問購入の
規制ポイント

ゆ
ず
り
葉
の
会

春
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

●
主
催
　
同
会

●
日
時
　
３
月
26
日
（
火
）

午
前
11
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容
　
第
45
回
を
迎
え
る

春
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
。

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
品
目

（
新
品
、
手
作
り
品
、
不

用
品
な
ど
）
を
寄
付
し
て

も
ら
い
販
売

＊
収
益
金
は
東
日
本
大
震
災

の
遺
児
支
援
へ
寄
付

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
伴
）

�

☎
（
35
）
０
７
６
５

＊
午
前
７
時
前
の
使
用
は
要

相
談

●
内
容
　
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
完
成
に
伴
い
、期
間
中
、

特
別
価
格
で
利
用
可

●
対
象
　
市
内
在
住
の
個
人

と
団
体

●
利
用
料

　
１
時
間
３
１
５
０
円

＊
通
常
は
５
２
５
０
〜
７
３

５
０
円

＊
ナ
イ
タ
ー
利
用
時
は
別

途
、
照
明
料
３
１
５
０
円

必
要

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

　
☎
（
33
）
８
４
０
０

●
定
員
　
10
人

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
持
参
品
　
筆
記
用
具
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装

●
そ
の
他
　
同
サ
ー
ク
ル

は
、
旧
中
央
公
民
館
で
30

年
間
活
動
し
、
毎
年
、
市

民
文
化
祭
に
出
展
し
て
い

る
団
体
で
す

■
申
込
方
法
　
同
サ
ー
ク
ル

（
坂
口
）
☎
（
33
）
５
３

３
６
へ
電
話
で
申
し
込
む

●
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

●
定
員
　
①
～
③
各
先
着
15

組
●
年
会
費
　
２
５
０
０
円

■
申
込
方
法
　
同
団
体
（
原

田
）
☎
０
９
０
（
１
９
２

６
）
１
５
１
３
へ
電
話
で

申
し
込
む

④
同
５
時
30
分

●
運
賃
　
１
９
０
円
（
東
郷

駅
日
の
里
口
～
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
西
鉄
バ
ス
赤
間
営
業
所

�

☎
（
35
）
３
５
５
４
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「宗像」の
いいところ探し

第 73 回
　

今
回
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
食
育
推
進
部
会
が
１
月
��
日
に
市
役
所
で
実

施
し
た
、
市
内
で
食
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
参
加
の
食
育
研
修
会
を
、
市
民
記
者

が
取
材
し
ま
し
た
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７�

　新鮮な野菜に果物、魚介類、おいしいお米などの農水産

物は、私たちが暮らす「宗像」の大きな魅力の一つですね。

　毎日当たり前のように食卓に並ぶ食材も、自分で種を植

える、草取りをする、水やりをする、収穫をするなど、実

際に土に触れる体験をすると自然と愛着が湧いてきます。

それが郷土の良さを知ることにつながるのではないかと思

います。

　市内では、さまざまな食に関する体験活動が予定されて

います。「宗像」のいいところ探しをみなさんも体験して

みませんか。

【あぐり探検隊＆ジョイフルキッズクラブ会員募集】
●主催　JAむなかた

■申込・問い合わせ先

　JAむなかた・ふれあい生活課　☎（36）２３７１

ジャガイモ畑に行こう！
地 産 地 消 の 新 し い 特 産 品

「
地
産
地
消
」
は
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
宗
像
の
特
産
品
に

泥
ま
み
れ
で
楽
し
く
イ
モ
掘
り

　
講
演
会
で
は
、
イ
ネ
の
研

究
が
専
門
の
平
尾
准
教
授

が
、
ま
ず
、
ご
飯
の
話
か
ら

始
め
ま
し
た
。「
昨
日
、
１

日
に
ご
飯
を
何
杯
食
べ
た
か

覚
え
て
い
ま
す
か
？
」
と
約

30
人
の
参
加
者
に
問
い
か
け

ま
す
。
み
ん
な
の
合
計
は
70

杯
。「
さ
て
、
そ
れ
だ
け
の

米
を
育
て
る
に
は
ど
れ
く
ら

い
の
田
ん
ぼ
が
必
要
で
し
ょ

う
か
？
」。

　
平
尾
准
教
授
に
よ
る
と
、

茶
碗
１
杯
分
の
ご
飯
は
約
３

０
０
０
粒
。
１
杯
分
の
米
を

作
る
に
は
、
０
・
１
３
３
平

方
メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ
が
必

要
で
、
70
杯
分
だ
と
９
・
31

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
必

要
だ
そ
う
で
す
。
平
尾
准
教

授
は
、
そ
の
広
さ
を
約
３

メ
ー
ト
ル
四
方
と
計
算
し
、

参
加
者
に
ひ
も
で
示
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。「
わ
ぁ
、
み

ん
な
で
１
日
に
こ
れ
だ
け
の

田
ん
ぼ
の
お
米
を
食
べ
た
ん

だ
ね
」
と
み
な
さ
ん
納
得
の

様
子
で
し
た
。

　
次
は
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が

る
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
話

で
す
。
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

と
は
、
食
料
の
輸
送
に
使
わ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

こ
と
で
、
食
料
の
重
さ
（
ト

ン
）
と
輸
送
距
離
（
キ
ロ
）

を
掛
け
合
わ
せ
て
算
出
し
ま

す
。

　
日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
は
、
約
５
０
０
０

億
ト
ン
・
キ
ロ
（
平
成
12

年
）
で
、
韓
国
の
３
・
４

倍
、
ア
メ
リ
カ
の
３
・
７

倍
に
な
り
ま
す
（
参
考
資

料
＝
農
林
水
産
政
策
研
究

所
レ
ビ
ュ
ー
２
０
０
１
年

か
ら
）。
食
料
の
生
産
地

か
ら
食
卓
ま
で
の
距
離
が
長

い
ほ
ど
、
輸
送
に
か
け
る
負

担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。「
生

産
者
の
顔
が
見
え
る
食
の
安

全
性
や
郷
土
愛
に
加
え
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
面
か
ら

も
、
地
元
の
食
材
を
地
元
で

消
費
す
る
『
地
産
地
消
』
の

意
義
は
と
て
も
大
き
い
」
と

平
尾
准
教
授
は
力
説
。
宗
像

の
新
し
い
産
物
・
ジ
ャ
ガ
イ

モ
作
り
で
「
地
産
地
消
」
に

取
り
組
む
藤
原
実
さ
ん
（
59

歳
・
赤
間
）
を
紹
介
し
、
情

報
交
換
会
に
入
り
ま
し
た
。

　「
な
ぜ
宗
像
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
栽
培
を
？
」
と
の
質
問

に
、
藤
原
さ
ん
は
「
会
社
員

な
の
で
農
業
は
素
人
。
い
ず

れ
は
自
然
と
向
き
合
う
農
業

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
６
年
前
、
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ン
デ
ス
と

い
う
品
種
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

出
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

ヒ
ン
ト
に
な
り
、
そ
う
だ
、

こ
ん
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

作
っ
て
み
よ
う
と
心
に

決
め
ま
し
た
」。

　
早
速
、
市
農
業
振
興

課
に
相
談
し
、
耕
作
放

棄
地
を
借
り
て
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
作
り
を
始
め
ま
し

た
。「
サ
ツ
マ
イ
モ
と
違
っ

て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
あ
ま
り

栽
培
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
目
を
付
け
た
ポ
イ
ン

ト
。
妻
も
、
花
の
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
て
賛
成
し
て
く
れ

ま
し
た
」
と
藤
原
さ
ん
。
あ

ち
こ
ち
に
栽
培
の
教
え
を
乞

い
に
駆
け
回
り
、
平
成
24
年

度
に
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、
市
場

や
直
売
所
で
も
扱
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
宗
像
コ

ロ
ッ
ケ
の
開
発
も
始
め
ま
し

た
。

　
夢
は
「
上
八
産
ジ
ャ
ガ
イ

モ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
化
で

す
。最
近
は
、幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
植
え
付
け
と
収
穫
の

体
験
学
習
会
を
開
き
、
好
評

を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
の
締
め
く
く
り

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体

験
で
す
。
地
島
と
鐘
崎
漁
港

を
見
下
ろ
す
藤
原
さ
ん
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
へ
、
バ
ス
で

移
動
し
ま
し
た
。

　
収
穫
体
験
で
一
番
人
気
が

あ
っ
た
品
種
は
、
藤
原
さ
ん

が
話
し
て
い
た
ア
ン
デ
ス
。

ボ
ー
ル
の
よ
う
に
丸
く
て
赤

皮
、
煮
崩
れ
し
や
す
く

糖
度
が
高
い
の
で
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
向
き
だ
と

か
。
他
に
も
、
長
崎
県

を
中
心
に
九
州
で
多
く

生
産
さ
れ
て
い
る
、
１

年
に
春
と
秋
の
２
回
収

穫
す
る
デ
ジ
マ
、
煮
崩

れ
し
に
く
い
メ
ー
ク
イ

ン
や
ニ
シ
ユ
タ
カ
な

ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
類
は
、
１
カ

月
ぐ
ら
い
低
温
保
存
す
る
と

糖
度
が
増
し
て
お
い
し
く
な

り
ま
す
」
と
藤
原
さ
ん
。
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
楽
し

そ
う
に
イ
モ
掘
り
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
、
幼
稚

園
や
小
・
中
学
校
の
食
育
、

給
食
担
当
者
も
多
く
「
給
食

で
は
た
く
さ
ん
イ
モ
類
を
使

う
の
で
、
将
来
有
望
」「
子

ど
も
た
ち
は
肉
じ
ゃ
が
が
大

好
物
。
授
業
に
体
験
学
習
を

取
り
込
ん
で
み
た
い
」「
こ

れ
が
新
し
い
宗
像
ブ
ラ
ン
ド

に
な
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も

郷
土
の
誇
り
に
思
う
で
し
ょ

う
ね
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

�

（
市
民
記
者
・
真
嶋
賢
一
）

ご飯70杯分に当たる田んぼの広さを
ひもで示しました

ジャガイモ作りで
地産地消に取り組む

藤原さん

楽しいジャガイモの収穫体験

管理
栄養士
　からの
　一言

荒牧管理栄養士

　

市
の
「
健
康
む
な
か
た
食
育
プ
ラ
ン
」
で
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
重
点
目
標
と
し

て
「
地
産
地
消
の
推
進
」
と
「
食
育
活
動
の
強
化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
食
育
研
修
会

は
こ
の
目
標
に
沿
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
食
農
教
育
と
宗
像
の
新
し
い
産

物
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
を
使
っ
た
食
育
活
動
」。
福
岡
教
育
大
学
の
平
尾
健
二
准
教
授
の

講
演
会
と
参
加
者
の
情
報
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
上
八
（
こ
う
じ
ょ
う
・
岬

地
区
）
に
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
へ
移
動
し
、
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

あぐり探検隊 ジョイフル
キッズクラブ

開催期間 ４〜２月に６回程度 ５〜３月に５回程度

内　容 田植え体験、旬の野菜
の収穫体験など

米粉ピザ作り、旬の野菜
の収穫体験、料理など

対　象 誰でも参加可 宗像市近郊に住む
小学生

定　員 抽選で35人 抽選で40人

会費など 年間7,000円（小学生
以下は6,000円）

▽入会金1,000円
▽１講座500円程度

申込締切日 ４月12日（金）

■
子
ど
も
の
未
来
が
育
つ
ま

ち
の
コ
ー
ナ
ー
を
取
材
。
兵

藤
さ
ん
、
林
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
■
宗
像
市

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
話
し
て

い
た
だ
き
、
同
じ
子
育
中
の

親
と
し
て
共
感
す
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
。
し
か
し
、
補
助

制
度
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
と
聞
い
て
反
省
し
ま
し
た

…
■
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
使
命
。
広

報
紙
が
も
っ
と
、
み
な
さ
ん

の
口
コ
ミ
の
発
信
源
と
な
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。（
あ
）

■
昨
年
、
大
島
八
十
八
ヶ
所

千
人
参
り
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
■
お
地
蔵
さ
ま
を
巡

り
な
が
ら
、
海
、
山
、
神
社
、

洞
窟
、
風
車
、
一
面
に
咲
く

菜
の
花
…
。
大
島
の
多
彩
な

魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
島
の
人
た
ち
か
ら
の

お
に
ぎ
り
や
お
漬
物
の
「
お

接
待
」
も
あ
り
、
大
感
激
で

し
た
■
正
直
、
疲
れ
ま
し
た

が
、
歩
き
切
っ
た
後
の
達
成

感
は
格
別
で
し
た
。
　（
の
）

■
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
を
購
入
し
て
５
カ
月
。

私
も
カ
メ
ラ
女
子
の
一
員
で

す
■
旅
先
や
外
出
先
で
景
色

や
ス
イ
ー
ツ
を
パ
チ
リ
。
お

し
ゃ
れ
に
撮
れ
る
と
一
人
で

大
満
足
し
て
い
ま
す
■
春
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

宗
像
で
撮
影
し
た
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
宗

像
の
春
を
写
真
に
収
め
て
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
ま
）
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